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第二十四章　Dead or alive









「おまえ、何やらかしたんだあ？」

　と、正面にいる人相の悪い男がスレイに尋たずねた。

「そう言うあんたは？」

　と、スレイは問い返す。

「俺おれか？」

　と、悪人面づらはよくぞ訊きいてくれたとばかりに微笑ほほえんで、

「俺は、銀行強ごう盗とうよ」

　得とく意いげにそう語った。

「逃とう走そうに使ったエアカーがああも簡単にエンストさえしなきゃ、今いま頃ごろは惑わく星せいケドかどっかのリゾートで、美女を侍はべらせていたはずなんだがな……。あのクルマは絶対に欠けつ陥かん車しやだ。出所したら真っ先にあの糞くそ忌いま々いましい会社を、製造物責任法で訴うつたえてやる！」

「勝しよう訴そできるよう、祈いのってるよ」

　と、囚しゆう人じん服ふくのスレイは微笑んだ。

「よかったら、最高の弁べん護ご士しを紹しよう介かいしようか？」

「やめとく」

　と、男は苦笑いした。

「そいつが本当に最高の弁護士なら、今あんたとここでこうして、出で逢あっていることもないはずだ。そうだろ？」

「は、それは言えてる……」

　スレイも苦笑する。

「それにしてもオンライン全ぜん盛せいのこの御ご時じ世せいに、銀行強盗とはまた、古風な犯はん罪ざいをやらかしたもんだな」

「俺は時代後れな漢おとこなのさ。だけど、そこがいいって言ってくれる女もいるんだ」

　と、野や郎ろう自じ大だいの見本のような、その悪人面は言った。

「ところで、あんたは何をやらかしたのか、そいつをまだ聞いちゃいねえぜ」

「俺か？　俺は……」

「七十七号！　八十三号！　私し語ごは慎つつしめ！」

　と、護ご送そう車しやの看かん守しゆが叫さけんだ。ここでは天下のドン・レオ・スレイも、単に護送囚七十七号である。それ以上の人格として扱あつかわれることはない。

「へっ……。わかったぜ」

「返事は『はい』と『わかりました』だけだ。それ以外の発言は赦ゆるされていない」

　これまた絵に描かいたかのような仏ぶつ頂ちよう面づらの看守は、これ以上はないという高こう圧あつ的てきな態度で言った。それにいちいち反発するほど、今のスレイは子供ではない。もとよりこうなることは覚かく悟ごの上でやらかした『不ふ始し末まつ』でもある訳で、心理的にそこまで追おい詰つめられてはいないとも言える。

「わかりました……」

　それから、誰にも聞こえないトーンでそっと呟つぶやく、

「三年か……。信じてもいいんだろうな。え、最高の弁護士さんよ」

『三年です！』

　最後に面会した時、プラティープはそう言った。否いな、約やく束そくした。

『判決は十二年ですが、必ず三年で出して見せます!!　だから、待っていてください！』

　と──。

「三年後……。俺は二十四だぜ。ま、まだまだこれからってとこかな」

「二十四？」

　と、その言こと葉ば尻じりを捉とらえて、スレイの隣となりにいる囚人が言った。

「今の俺と同じだな、若いの」

「あんたも若いだろ」

　と小声でスレイ。

「なに、あんたと違ちがって、俺は当分出られる見込みはない」

　と、その二十四歳にしては妙みように老ろう成せいした囚人は言った。小男である。顔も月つき並なみだ。それどころか、とてもスレイと同じ『凶きよう悪あく犯はん』には見えない。この護送用特とく注ちゆうエアカー──下手へたをすると軍用の装そう甲こうエアカーより、頑がん丈じよう──の行き着く先からして、少なくとも懲ちよう役えき十年以上でないと、乗り合わせることはないと思われるのだが……。

　一見平へい凡ぼんなサラリーマンとも見える、こいつは一体何をやらかしたのだろう？

「なにしろ無む期き──」

「六十四号！　黙だまらんかッ!!」

　看守が威い嚇かくする。

「はいはい……」

「返事は一度ッ！」

「はいはい……はい」

　遊んでいる。その細ほそ面おもてな外見に似合わず、意外に神しん経けいは図ず太ぶといようだ。

「六十四号、貴き様さまッ!!」

　明らかに看守の神経を逆さか撫なでにしたようだ。それもどうやら、六十四号の狙ねらい通りのようである。

「あくまで反はん抗こう的てきな態たい度どをやめんというのだな」

　念を押すかのように、看守。どうやらこいつは、相当な『札ふだ付つき』らしい。

　スレイは俄にわかに、この六十四号に興きよう味みを覚おぼえた。

「はい」

　と、薄うす笑わらいを浮うかべて、頷うなずく六十四号。

「なにしろこっちは、無期とはいえ事実上の終しゆう身しん刑けいを約束されたも同然の身ですからね。今さらあなたの心しん証しようを好よくしても、刑けい期きが縮ちぢまる見込みも、伸のびる恐おそれも皆かい無むな訳わけでして……」

「貴様ッ!!」

「いいじゃねえかよう！」

　不意に──唐突とう　とつにと言ってもいい──六十四号の態たい度どが豹ひよう変へんした。その変わり様には、さしものスレイでさえ、度ど肝ぎもを抜ぬかれたほどだ。

「みんな、これが最後のドライブなんだ!!　これを最後に、当分娑しや婆ばとはお別れなんだよう！　私語ぐらいゆっくり、心ゆくまでやらせろ!!」

　凄すさまじいまでの六十四号の剣けん幕まくに、看守も咄とつ嗟さには二にの句くが継つげなかった。

「だいたい、このシートの固さはなんだ！　このクルマにいくら税金が使われているのか知らんが、乗り心ごこ地ちに充あてられていないことは明白だな。それに──」

「もうよせ」

　と、意外にも六十四号を制したのはスレイだった。

「確かに刑期が短くなることはないかも知れんが、心証を悪くすることで、『地じ獄ごく』での待たい遇ぐうが、より一いつ層そう悪わるくなる……ってことはあるんだぜ」

「ほう……」

　六十四号は狂きよう気きの目で、スレイを見た。

「長いのか、あんた。その若さで、再犯か？」

「刑務所より、もっと『地獄』に近いところに居いたんだ」

　と、スレイ。

「仲好くしよう。俺は──」

「あんたの娑婆での名に、興味はないね」

　本当に興味なさそうに、六十四号は目を逸そらした。

「どうせそんなもの、何の意味もない処ところにこれから行くんだ。お互たがい、名乗るのは無む駄だだとは思わんか？　え、七十七号くん」

「うむ……」

　スレイには、考えさせられるところがあった。

「わかったぜ、六十四号さんよ」

　それ以上の呼び方が必要になるほど、二人が親しん密みつになっても意味がない訳だ。確かに一理ある。

「もう名乗るのは、やめにする。だが、俺はあんたに興味がある。いや、とても興味が湧わいてきた」

「そうかい……」

　六十四号は微笑んだ。

「実は、俺もだ。俺の趣しゆ旨しにすんなり賛さん同どうしてくれて、嬉うれしい」

　再び柔にゆう和わな表情かおに戻もどる。どうやらこの漢おとこは、ものすごく短いスパンで目まぐるしく変わる多た重じゆう人じん格かく者しやであるようだ。

「君とは状じよう況きようが赦ゆるせば、暇ひま潰つぶしの相手くらいは務つとまりそうだな」

「おまえの為ために忠ちゆう告こくしておくぞ、七十七号……」

　と、あながちお座ざなりの説せつ教きようでもなさそうに、看守が言った。

「六十四号とは、六十四号とだけは、関かかわり合わんことだ。徒いたずらにおまえの刑期が延のびるだけの話だからな」

「御ご忠ちゆう告こく……ありがとうよ」

「私語を大おお目めに見るのも、ここまでだ。そろそろ『地獄』に着く頃──」

　不意に──、

　エアカーが横おう転てんした。

　スレイは必要以上に低い天てん井じように、防ぼう音おん材ざい付つきの壁かべに、小さな窓まどを覆おおう超ちよう合ごう金きんの金かな網あみに、何度も頭や手足をぶつけた。

「うおっ!!」

　それでも反射的に、その全身で、自分よりも遥はるかに脆ぜい弱じやくそうな六十四号の体を抱かかえ込んで衝しよう撃げきを和やわらげてやる。我が身をも顧かえりみない献けん身しんだった。

　何故なぜ咄嗟にそんな行動を取ったのか、後々になってみても、皆かい目もくわからない。

　ただ──、

　彼の判断は、結果として大正解だった。




「やったな！」

　と、有う頂ちよう天てんになって叫ぶヨナタン。

「こうもうまくいくとは……」

「ちょろいもんよ」

　と、相あい方かたのウェポンスキー。

「ＴＭ―55Ｇ対たい戦せん車しや地じ雷らい。スミハラもたまにはいい物を造つくるぜ」

「へえ、スミハラ製だったのか、それ」

　とヨナタン。

「道理で簡かん単たんに、調ちよう達たつできたはずだぜ。潰つぶれたメーカーの、放出品かよ」

「だが性せい能のうは一流だ。見ての通り、役に立っただろ」

「だが、やっぱり欠けつ陥かん品ひんかもな。その証しよう拠こに護送エアカーを吹っ飛ばしただけだ。破は壊かいしちゃいない」

「そいつは素人しろうと考えだ。キャタピラで地面を踏ふむ戦車と違って、エアカーは宙ちゆうに浮ういてるからな。その分破壊しづらいのさ。それに、あの護送車はなかなか頑がん丈じようだし……」

　とウェポンスキー。

　銃じゆうを構かまえる。

「ま、横転させただけでも、よしとしよう」

「異い議ぎなし」

　撃鉄ハンマーを起こす、ヨナタン。

「久々に、意見の一いつ致ちをみたな」

「だが、獲え物ものは譲ゆずらねえぜ」

「こっちもだ！」

「スレイは死んだかな、今ので？」

「あれくらいでくたばるような怪かい物ぶつなら、俺は失しつ望ぼうするよ」

　予備弾倉マガジンを確かめながら、ウェポンスキー。

「同じく。油ゆ断だんするな」

「ああ、そっちこそ……」

「グッドラック！」

　目もく撃げき者しやのいないことを念入りに確認すると、二人は用心しながら、横よこ倒だおしになった護送エアカーにゆっくりと近付いていった。




「おい!!」

　動かない看守を揺ゆさぶる、スレイ。

「しっかりしろ!!」

「無む駄だだ」

　と、六十四号が、やけに冷さめた声で言った。

「死んでる。頸くびの骨ほねが折れた」

「こっちは……」

　あの銀行強盗、八十三号を見た。

「こっちもだ。運が悪かったな」

　割われたガラスの破は片へんが、喉のど笛ぶえに突つき刺ささっていた。

「そうか……」

　その顔に、上着を掛かけてやりながら、スレイ。

「訴そ訟しようの面めん倒どうを見てやれなくて、悪かったな。可か哀わい相そうに……」

「俺の見るところ、運転手はもっと可哀相だ」

　と、防弾ガラスで隔へだてられた運転席を覗のぞき込んで、六十四号。

「足元で、何かが爆ばく発はつしやがった。原型を留とどめてねえ……」

　普ふ通つうの人間なら吐はき気けくらいは催もよおしたところだろうが、六十四号はこともなげに言った。

「助手席の奴やつも似たりよったりだ」

「どうやら俺たち二人だけらしいな、生き残ったのは……」

「そういうおまえも、ひどい怪け我がじゃないか」

　六十四号はスレイを見た。肘ひじのところから折れた金網がぶらさがている。

「これか……」

　と、無む造ぞう作さに金網を引っこ抜きながらスレイ。ほんの一瞬、顔をしかめた。

「こんなものは、唾つばをつけときゃ癒なおる！」

「無む茶ちや苦く茶ちやな奴やつだな……」

　そのタフネスぶりには、さしもの六十四号も呆あきれたようだ。

「こんな過す擦り傷きずより、空手チャンプに鎖さ骨こつを折られた時の方がよっぽど痛いたかったぜ……」

　今でも時折痛む左肩を押さえながら、スレイ。

「あんた」

「ん？」

「何故なぜ助けた」

「何のことかな？」

「とぼけるなよ。咄嗟に俺を庇かばっただろう」

「ああ。あれか……。つい反射的にな」

　苦笑するスレイ。

「自分でもよくわからん。気にするな」

「そうはいかん。俺は……ひょっとして死にたかった。この先生きていても、さほど意味のない人間だからな。正直、飽あきあきしていた」

「なら──」

　と、スレイは言った。

「ひょっとしてそれこそが、神様の罰ばつかもな」

「それはいい……」

「ドン・レオ・スレイだ。スレイでいい」

　差し延べた手を、六十四号は握にぎろうともしない。

「さっきも言ったように、俺は名乗らないからな」

「強ごう情じような奴だ」

「俺を助けたことで、貴様は精神的優ゆう位いに立ち、なおかつ率そつ先せんして名乗ったことで俺にも名乗る義ぎ務むを喚かん起きしたつもりかも知れんが、俺はそんなことを恩おんに着たり重圧を感じるような人間ではないということだ」

「助けておいてなんだが……結構嫌やな奴だな、おまえ……」

「たまたま同じ護送車に乗り合わせただけの囚人に、そこまで言われる筋すじ合あいはない。俺とおまえとの接せつ点てんは、それくらい稀き薄はくなのだ。少なくとも俺の方から、積極的にお近付きになろうという気には到とう底ていならん」

「なら勝かつ手てにしろ！」

「でもまあ、この数時間、嫌いやでも行動を共にせねばならん状況のようだな……」

　六十四号は傾かたむいた車内で、取り敢あえず横倒しの椅い子すに腰こし掛かけ──なるべく二つの死体を見なくても済すむ角度で──呟くように言った。

「ああ。その間、おまえのことを六十四号って呼ぶのも、何かと不ふ都つ合ごうだろ？　殺さつ伐ばつとしているし……」

「これ以上殺伐とした状況も、ちょっと他にないと思うが──」

「俺は嫌なの！」

　ついに業ごうを煮にやすスレイ。

「俺が少しは優やさしいうちに、とっとと名乗りやがれ!!」

「なら……」

　ちょっと思し案あんして、六十四号は言った。

「クァルトゥス・セクサゲシムスとでも呼んでくれ」

「なんだそれ、本名か？」

「これだから無学な輩やからは困こまる。ラテン語で、六十四号という意味だ」

「嫌いだよ。おまえ……」

「そう言われるのには、慣なれている。俺を助けたりするのが悪い」

「こんな奴だと予あらかじめわかっていたら、クッション代わりにしたろうよ」

「事前にあれだけの判はん断だん材ざい料りようがあったにも拘かかわらず、俺の本ほん質しつを見抜けなかったおまえに落ち度はある。ところで──」

　六十四号は真ま顔がおで言った。

「これから、どうする？」

「俺は、動かない」

　と、スレイ。

「ほう……」

　六十四号はちょっと見み直なおしたという表情かおで、有あり難がたくもない命の恩人を見た。

「この状況を、脱だつ走そうの好こう機きとは思わんのか？」

「俺も、世間やおまえが思っているほど馬ば鹿かじゃねえ」

　苦笑して、言った。

「どうせ、すぐ捕つかまる」

「だろうな」

「だとしたら、ここでじっとして、再び捕まるのを待っていた方がいい。逃にげようと思えば逃げられるのに逃げなかった。これは、相当な酌しやく量りようの好こう材ざい料りようになる。間ま違ちがいなく刑期が縮ちぢまる。おまえさんだって、ひょっとして無期の刑期が、十年くらいにはなるかも知れねえ。また違った意味で、願ってもないチャンスだとは思わんか？」

「おまえ……」

「スレイだ」

「スレイ……見み掛かけよりは利り口こうな奴だ」

「どうも……。だが白状すれば、全部受け売りだ。俺の顧こ問もん弁護士の、模も範はん囚しゆう心こころ得え教育の賜たま物ものだよ」

「さっき言ってた弁護士だな」

「ああ」

「なかなか切れる奴のようだ」

「彼がおまえさんの弁護に付いていれば、無期懲役なんてことは絶対になかったと断だん言げんできる」

「どうかな……。いずれにせよ、今の俺にはあまり意味のないことだ」

　そう言って六十四号は、大だい胆たんにもごろりと横になった。看守の死体を枕まくらにして、平然としている。

「どういう神経だ、おまえ……」

　うすら寒いものを感じる、スレイ。

「さて、どのくらい待てばいいのかな？」

「一時間ってとこか……」

「いいや」

　不意に、二人の頭上で扉とびらが開いた。

「そんなには、待たせねえよ」

「う──」

「ひさしぶりだな、スレイ……」

　派は手でな──もっと有あり体ていに言えば悪あく趣しゆ味みな──スーツを着た貧ひん相そうで凶悪な貌かおが挨あい拶さつした。

「何年ぶりかな？」

「ヨナタンか……」

「逢あいたかったぜえ」

　北ほく臾そ笑えむ、ヨナタン。

「察するに……」

　と、六十四号。

「おまえの仲間か、スレイ？」

「ああ……」

　強こわ張ばった表情で、頷うなずく。

「弟だ。腹はら違ちがいの……」

「やめろ!!」

　と、ヨナタンはムキになって遮さえぎった。

「てめえに弟なんて呼ばれただけで、虫むし酸ずが走らあ!!」

「この近きん親しん憎ぞう悪おは、どうやら本物だな……」

　と、冷れい徹てつに分ぶん析せきしながら、六十四号。

「なかなか興味深い研究材料だ……。しかもその憎悪の原因になっているのは……明らかに無責任な父親……。歪ゆがんだ家族関係と複ふく雑ざつな事情がありそうだが──」















「誰だ、こいつ？」

「六十四号だそうだ」

　と、自身に残されていそうなチャンスを測はかりながら、スレイ。

「それ以上は名乗ってくれん」

「娑婆でちょっと、犯罪心理学をな……」

「それが何故、こんな場所に？」

　ヨナタンの方でも、彼に興味を覚えたらしい。

「自ら実じつ践せんしてみたという訳さ。犯罪者の心理というやつを──」

「へえ……。悪いが、おまえ、もうその研究とやらを続けられねえぜ」

　へらへら嗤わらいながら、ヨナタン。

「総すべては、このスレイと同じ護送車に乗り合わせたのを不幸と、諦あきらめるこったな」

　レイガンを構える。

「まあ、いいさ……」

　と存ぞん外がい気落ちした様子もなく、まるで他人ひと事ごとのように呟く六十四号。

「最後の最後に、非常に貴き重ちような体験をさせてもらった。やはり実践に如しくはない。数か月の実践は、十数年の机き上じようの研究に優まさる……」

「ああ。そいつがわかっただけでも、よしとしな！」

　レイガンを突つき付けた。

「悪わりいな、スレイ」

　醜しゆう悪あくに嗤う。

「俺はおめえほど強くも大胆でもねえんでな。こういう無ぶ粋すいなもんを使わせて貰もらうぜ」

「ウェポンスキーは、承しよう知ちの上なのか？」

　と、平然と尋たずねるスレイ。

「なに!?」

「誤ご魔ま化かすんじゃねえ。おまえがいるということは、必ずウェポンスキーの奴も一いつ緒しよだろう」

「…………」

「図ず星ぼしか？」

「うるせえ!!」

「毎度ながら、キンタマが小せえんだよ。いつも一緒にいないと、何も出来ねえ仲なか好よしコンビが──」

「黙だまれ！」

　ヨナタンは銃爪トリガーに掛かけた指を絞しぼろうとしたが、それよりもスレイが早かった。看守の死体から引き抜いた特とく殊しゆ警けい棒ぼうで、したたかにその手首を打ち据すえた。

「く……」

　レイガンを取り落としたヨナタンの首筋を、さらに一いち撃げきする。スタン機き能のう内ない蔵ぞうの警棒で失神したヨナタンは車内に転ころがり落ち、それと入れ代わりにスレイは飛び出している。

「そこまでだ!!」

　と、ライフルを突き付けながらウェポンスキー。

「ヨナタンがドジ踏むことは、計算に入ってた。やはりおまえを仕し留とめるのは、この俺だ」

「いつから銃に頼たよるようになった、ウェポンスキー……」

　ホールドアップしながらも、不ふ敵てきな笑みさえ浮かべて、スレイ。

「俺の知ってるおまえは、常にその腕わん力りよくでケリを着けるのが取とり柄えの奴だったぞ」

「そうも悠ゆう長ちようなことは言ってられねえのさ、スレイ……」

　その背中に銃口を押し当てるウェポンスキー。この角度で撃うたれたら、腎じん臓ぞうと肝かん臓ぞうとを一いつ遍ぺんにやられる。さしものスレイも、助かる見込みがない。さすがに人体の急所を熟じゆく知ちしているウェポンスキーだ。

「なにしろおまえを仕留めた奴が、次のリーダーだ」

「それでか……。しかし、堕だ落らくしたよな、ピョートル」

「その名は呼ぶな」

「久々に再開してみれば、刃は物ものが得とく意いのヨナタンの奴までが、銃を使いやがるしよ……。正直、使い慣なれてねえ銃でなかったら、俺もああは踏ふみ込めなかったところだ。かえって助かったぜ」

「この状況でまだそんな減へらず口が叩たたけるとはね……。嬉うれしいよ、兄さん」

「ほう。兄さんと呼んでくれるのか？」

「ああ、呼んであげるよ。レオ兄さん」

　くくくと、嗤うピョートル・イワノビッチ・ウェポンスキー。

「最後だからね」

「銃を捨てろ！」

　ヨナタンから奪うばったレイガンを構えながら、六十四号が叫んだ。

「おまえに撃うてるのか？」

　鼻でせせら笑うウェポンスキー。

「手が震ふるえてるぜ、犯罪心理学の先生」

「撃てる……」

　と、六十四号。

「親おや父じを撃った時に較くらべれば、これでも震えは少ない……。や、やっと巡めぐり逢あえた理想の研究材料を、おまえなんかにそう簡単に殺されてたまるか!!」

「親父？」

　首を傾かしげるスレイ。

「じゃあ、おまえが殺したというのは──」

「実の親父だ。だからすぐにわかったよ、スレイ。おまえにも俺と同じ、尊そん属ぞく殺さつ人じん願がん望ぼうの匂においを感じたからな……。おまえは典てん型けい的てきなエディプス・コンプレックスだ。違うかい？」

「よくわからんが……そうかも知れん。自分の父親を殺したいと思ったことは、それこそ数かず限かぎりなく、あるからな」

「もう少し、君と一緒にいたいんだ。居させてくれ！」

「どうする？」

　スレイはウェポンスキーに尋ねた。

「俺は……」

　と、微かすかに震える声で、ウェポンスキー。

「まだ見ぬ親父よりも先に、おまえの存在を消してえ……」

「そうか……」

　無理もないかな、という表情でスレイは微笑んだ。

「じゃ、好きにしろ」

「やめろお！」

　六十四号は発はつ砲ぽうした。しかし銃じゆう器きに関しては素人の哀かなしさ、放たれた光条は明後日あさつての方向に飛んでいく。

　だが、それで充分だった。

　一瞬、ほんの一瞬気を取られたウェポンスキーの顎あごに、スレイの強きよう烈れつなアッパー・カットが、これ以上はない見事なタイミングで入ったのだ。

「ふう……」

　一息つく暇ひまもなく、そのスレイの横顔を、強烈なライトが照らした。

「いたぞ!!」

　と、無む音おんローター付きの反重力ヘリコプターの上から、警官が叫んだ。

「脱だつ走そう囚しゆうだ！」

　結果として、有う無むを言わさず状況的に掛かけ値ねなしの『脱走囚』になってしまった。このシチュエーションではどう説明したところで『脱走の意い図とはなかった』と信じては貰えそうにもない。それでも、死体になるよりはマシである。

「逃にげろ!!」

　と、取り敢えずハイウェイ脇わきの茂しげみに逃げ込む、二人。

「済まねえな……」

　と、ようやくにしてひと息ついたところで、スレイは六十四号に謝あやまった。

「これで、情じよう状じよう酌しやく量りようの望みはなくなっちまった……」

「いいさ」

　と、むしろさばさばとした表情で、六十四号。

「無理やり他人の命を助けたお返しに、今度はおまえが罰を受けた……。そう解かい釈しやくしな。それに俺は、人から受けた借りはすぐに返す主義なんだ」

「ぬかせ！」

　スレイは吼ほえた。

「咄嗟の行動に、この俺が見返りを求めるとでも思ったか!?」

「いいや……」

　笑いながら、首を振る。

「だが君なら、きっとそう言うだろうと思っていた。君の行動なら、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくまで、手に取るようにわかるよ。次に何を言うかも……」

「どこまでも、可か愛わいくない奴だ」

「ほら。やっぱり！」

　予想が当たると、嬉しくてしょうがないらしい。

「気味の悪い野郎だな」

「何とでもいいたまえ」

　六十四号はけなされて喜き々きとしている。

「俺は他人から可愛いとか思われることに、価か値ちを見出せない」

「見てりゃわかる」

「それより、俺の研究を認められた時の方が、喜びが大きい……」

「俺は、いい研究材料ってか？」

「最高だ。ドン・レオ・スレイ！　実を言うと君のファイルは、以前から集めさせて貰っていた」

「なに？」

「父を殺あやめる、遥はるか前からだ。実際君は、犯罪者としてはこれ以上はない恰かつ好こうのサンプルだからな……。その君と、ずっと一緒にいて実地にデータを集められるなんて、なんて素す敵てきなことなんだい!!　まったく、この偶ぐう然ぜんを神に感謝したいよ！」

「歪ゆがみまくってるな、おまえ……」

「ああ。だが、この至し福ふくは常じよう人じんにはわかるまい」

「わかりたくもねえ……」

「まあ、いいさ」

　改あらためて、手を差し延べる、六十四号。

「ルメイ……」

　と、未いまだ興奮冷めやらぬ口調で、彼は言った。

「ランスロット・ルメイだ。父親殺しのルメイとでも、呼んでくれ」

「あのな……」

「ん？」

「せっかく名乗ってくれたのに悪いが、これからもおまえのこと、六十四号と呼んでもいいか？」

「それは構わんが、何故？」

「いやさ……ピンチを救って貰って、言えた義ぎ理りじゃねえんだが……」

「はっきり言えよ。何を言われても、俺は傷付かない」

「ああ……。じゃあ言うが、俺はおまえと、そんなに長いこと、一緒にいたくなくなったからよ……。実を言うと助けたことを、心底後こう悔かいし始めている。この先、おまえと一緒に逃げ続けるくらいなら、さっさとヨナタンかウェポンスキーの野郎に、殺されちまった方がまだマシかと──」

　突然、けたたましく笑い始める、六十四号ことルメイ。

「何もかも僕の予想通りの反応を示すんだな、君は……。いや、実じつ際さい、嬉しいよ。ワクワクする。たっぷりと、研究させて貰うよ」

「いたぞ!!」

　再びサーチライトが、二人を照らし出す。

「来い!!」

　こんなに嫌きらっているのに、それでも咄嗟にルメイの手を引いて逃げようとする自分自身が、正直スレイには疎うとましかった。














第二十五章　納なつ得とくの人じん事じ









「では……」

　タイラー家の筆ひつ頭とう顧こ問もん弁べん護ご士しとして、キリヒト・アキヅキは極きわめて事じ務む的てきな口調で厳おごそかにこう告げた。

「これにて、タイラー・アームズ・コーポレーションの会長職の引ひき継つぎ事務の終しゆう了りようを宣せん言げん致します。前会長、イツマ・ウエキ・タイラー氏、新会長、ブリンゴ・タイラーダブル゠カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅫ世氏……。両名とも、これで宜よろしいですね？」

「無む論ろんだ」

　と、イツマは、いつも通りの涼すずやかな瞳ひとみで言った。

「異い存ぞんはない……」

　と、こちらは棚たなボタ式に新会長に就しゆう任にんした、ブリンゴ。

「では、前会長から新会長へ、会長の印いん璽じの引ひき渡わたしを──」

「わかった」

　頷うなずくと、会長の権けん利りの象しよう徴ちようである印璽──それは、事実上『タイラー帝てい国こく』の玉ぎよく璽じである──を無む造ぞう作さに、ブリンゴに手渡すイツマ。

「後は任まかせたよ、ブリンゴ」

「確かに受け取った」

　我が世の春と北ほく臾そ笑えむ、ブリンゴ。

「言っておくが、貴様からいただく物は、こいつが最後じゃないからな……」

　小声で囁ささやく。

「全部いただいてやる。次期当主の地位も、名声も……」

「それが君にとって重荷でなければ、喜んで差し上げるよ、ブリンゴ」

　イツマは静かに答えた。

『君には無む理りだ』

　と、その瞳が穏おだやかに、しかしきっぱりとそう語っている。

「しかし、うまいこと地じ雷らいを踏ふんでくれたよな」

　と、皮肉たっぷりに、ブリンゴは目の前の再従妹はとこに言った。

「タイラー家の次期当主が、殊こともあろうに殺人鬼とオトモダチってのは、いくらなんでも、まずいよな。会長職を返上したくらいでは、足りないんじゃないの？」

「ひとつだけ、言っておく」

　イツマはあくまで冷静に、ピシャリと言った。

「スレイは殺人鬼きではない。彼が何人殺したかは、僕も正確な数は知らないが、彼が殺人に喜びを見出だしたことは一度もないのだ。それだけは言える。だから、訂てい正せいして貰もらおうか。『善意の殺人者』と──」

「人殺しは、人殺しさ」

　と、ブリンゴ。

「奴やつが俺を殴なぐったことを、俺は絶対、忘れないからな。おまえが奴と、大の仲好しで、その潜せん伏ぷくを幇ほう助じよしたということも……」

「別に、隠かくすつもりはないさ」

　と、イツマ。

「君がそうしたいのならば、いくらでもスキャンダルにするがいい。しかし、僕は彼と親友だと、胸を張って言えるね」

「一年以内に、貴様をタイラー家から追つい放ほうしてやる!!」

「頼たのもしいな……」

　イツマはむしろ微笑ほほえんだ。

「それくらいのバイタリティーがあれば、まあ君に会社を任せても、暫しばらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。あまり、組織をいじらないでくれよ。再び僕が戻もどって来る時のために──」

「戻って来られるとでも思っているのか？」

「ああ」

「まあいい。おまえくらい自じ信しん過か剰じようだと、貶おとしめ甲が斐いもあるぜ」

「せいぜい頑がん張ばってくれよ。幸いなことにライバルのスミハラも例のスキャンダルで消えた……。当分は我が社の天下だ」

「俺の会社だ！」

　吼ほえるブリンゴ。

「貴様の椅い子すはない!!」

「そうカッカするなよ。株主総会は気き炎えんだけじゃ、乗り切れないよ」

　最後にそう忠告する。

「じゃあ、そういうことで──」

　さっと、ジャケットを羽は織おった。憎にくいくらい、絵になっている。

「おい！」

　その背中に、慌あわてて声をかけるブリンゴ。狼ろう狽ばいしている。

「俺の新人事は、聞かないのか!?」

「聞くまでもない」

　馴なれ親しんだ会長室を出る時、イツマは、振り向きもしなかった。

「レイジが社長で、ライザが副社長の人事なんてね……」

　見抜いている。

「そうそう」

　最後にひとつ、思い出したかのように、

「会長室をいじるのは勝手だが、あまり悪あく趣しゆ味みな絵を掛けないでくれよ。会社の品ひん格かくを、疑うたがわれるからな。では──」

「うぬぬ……」

　ブリンゴはその拳こぶしを、デスクに叩たたき付け、ドアが閉まってから右手を押さえて悶もん絶ぜつした。

「お気の毒に……」

　と、顧問弁護士からイツマの秘ひ書しよの表情に戻ったアキヅキが、颯さつ爽そうと廊ろう下かを歩むイツマに寄り添そう。

「会社が自分の物になったと、思い込んでいる……。三日と経たたずに、愕がく然ぜんとすることになるとも知らず……」















「ブリンゴには、いい社会勉強だろう」

　微笑むイツマ。

「最初の役員会で、イツマ様の残していかれた爆ばく弾だんが炸さく裂れつします。役員の総スカンを喰くって、就しゆう任にん早そう々そうに退たい陣じんを迫せまられた時の、ブリンゴ様の表情こそ見物ですな」

「代表権のない取とり締しまり役やくの地位は、彼らの為ために残しておいてくれたかい？」

「はい」

　頷くアキヅキ。

「お命じになられた通りに──。しかし、ブリンゴ様のあの性格からして……」

「自分から、返上するだろうな」

「それも計算の内ですか？」

「ふふふ……」

　もちろんその後こう任にんには密ひそかに、現在の専せん務むの一人を決めてある。ただし、会長は空席とし、社長に昇しよう格かくした専務が、会長代行を兼けん務むするのだ。イツマが戻るまで──。

　エレベーターホールには、役員から受うけ付つけ嬢じようまでが総出で、去り行く前会長を見送った。

「会長……」

「行ってらっしゃいまし」

　誰だれ一ひと人りとして『御ご苦く労ろう様さまでした』とか『お元気で』とは言わない。

「すぐ戻る」

　微笑んで、リムジーンに乗る。

「さて、その『すぐ』は何時かな？」

「まあ、三年でしょう。ほとぼりも冷めますから」

「三年？　いやに具ぐ体たい的てきだな……そうか」

　イツマには、すぐにピンときた。

「アキヅキ、また賭かけをしたな」

「お見通しですか……」

「そのくらいわからないでは、おまえを遣つかえないよ」

「さすがです。実はプラティープと、賭かけたんですよ。あなたの会長復帰と、スレイの出所と、どちらが早いかね」

「微び妙みようなところだな……」

　微笑む。

「僕としては、おまえを勝たせてやりたいが──」

「私もです」

　二人は目配せして、からからと笑った。

「しかし、一時的にとはいえ、これで肩の荷が降りるな」

「そうでしょう」

「当分は自由に動ける。シズマとも、一いつ緒しよにいてやれる」

「いいことです」

　とアキヅキ。

「シズマ様はあの事件で受けた、ショックが大きいですからな……。今は一緒にいて差し上げることが、何よりの癒いやしでしょう」

「ああ……」

　ふと、窓の外を見る。

「スレイは当然自分でなんとかするとして、あとは……ベルファルドか」




『売ばい却きやく地ちにつき関係者以外立入禁止』

　と大書きされた立たて看かん板ばんと鉄てつ条じよう網もうに囲まれた敷しき地ち内が、つい一月前までスミハラ・インダストリィ＆マテリアル社（通つう称しようＳＩＭ社）の戦闘機工場のあったところだった。劣れつ悪あく極きわまりない労働条件とはいえ、最さい盛せい期きにはそれなりに活気のあった場所だが、今は荒こう涼りようとした秋風が吹ふき荒すさぶばかりである。

「ここが……」

　と、ほとんど鉄条網に体を押し付けるようにして、チッコリーナが呟つぶやく。

「私たちの、職場だったなんて──」

「そうだよ……」

　と、ベルファルドが言った。

「夢の……跡あと地ちだ」

「おなかすいたよ～」

　容よう赦しやなく、彼の背はい後ごで空くう腹ふくを告げるコーラス。七十八名の行き場を失った障しよう害がい者しやたちが、今となってはベルファルドの『家族』だ。

　刑けい事じ訴そ訟しようには、勝った。

　しかし、民事で敗やぶれたため、結局ベルファルドは無一文に近い形で、職場だけを失った格好になった。考えようによっては、最悪の結果だ。

　ベルファルドの内部告発により暴ばく露ろされた障害者搾さく取しゆと虐ざやく待たい、それに加えてヤマシタ元工場長によるキミコ殺害事件により、ＳＩＭ社のイメージは一いつ挙きよに地に堕おちた。

　軍は、一いつ旦たんは決定していた次期主力戦闘機『バルチャー２』の制式採用を取り消し──それにより、競きよう合ごう機種であったタＴイラー・アＡームズ・コＣーポレーションの『ルシード』が次期主力の座に返り咲いたのは結構なことだが──それまでの発注分を一挙にキャンセルしてきた。

　五大メーカーのひとつとはいえ、もとよりＳＩＭ社はＴＡＣ社のような揺ゆるがぬ業界最大手ではない。むしろ細ほそ々ぼそとやってきた町工場が、そのまま大きくなったような準じゆん大おお手てだ。頼たのみの綱つなの『バルチャー２』量産計画が頓とん挫ざしてはひとたまりもなかった。

　加えて後こう継けい者しやのいないワンマン企き業ぎようの哀かなしさ、スミハラ会長の引いん責せき退たい陣じん、即そく倒とう産さんである。

　債さい権けん者しやたちはさながらハイエナのように死にかけの工場に殺さつ到とうし、めぼしい工作機材や加工材料を根こそぎ持って行った。『バルチャー２』を生産していた工場が一週間を隔へだてずして禿鷹バルチヤーどもに喰くい荒あらされた格好になった。

「会社なんて……」

　と、ベルファルドはしみじみ思った。

「大きいように思えても、潰つぶれる時は、実にあっけなく消えるものなんだなあ……」

「その通りだ」

　振り向くと、安物の化か繊せんのコートを着た、バーコード頭の老人。

「会長……」

　思わず言葉に詰つまるベルファルド。僅わずかの間に別人の如ごとく憔しよう悴すいし、めっきり老ふけ込んだマーク・スミハラその人であった。彼もまた、ベルファルドとは別の感かん慨がいに駆かられ、自らの夢ゆめの跡あと地ちを見に来たのであろう。

「君の、望み通りの結果になった訳だ」

　と、スミハラ翁おう──今となっては、そう呼ぶことに何の抵てい抗こうもない──はしみじみ言った。

「そんな……」

　ベルファルドは、うなだれた。

「僕は……ただ……」

「いいのだ」

　と老人。

「君は、正しかった。君の正義を貫つらぬいたのだからな……。これで、わかったろう。正義を貫くことの難しさも、残ざん酷こくさも……」

「はい」

「会長……」

　チッコリーナが、おずおずと前に出た。

「これを──」

　自らが巻いていたマフラーを、老人の首に掛かける。

「ありがとう……」

　その皺しわだらけの目め尻じりに、一いつ瞬しゆん光るものがあった。

「気が済んだかな？　ベルファルドくん」

「いえ……僕は……」

「君は、君でいたまえ」

　障しよう害がい者しやたちを見る。

「彼らは？」

「行く処ところがないのです」

　とベルファルド。

「失業者のうちの何人かは、再び施し設せつや家族に引き取られ、再さい就しゆう職しよくの可能な者は、そうしたのですが──」

　今となっては、彼らを敢あえて雇やとっていたスミハラの『寛かん大だいさ』も、少しは納なつ得とくできる。逆に言えば、障害者を雇こ用ようすることによるコストダウンと、政府から払はらわれる補ほ助じよ金きんだけが、スミハラの利り鞘ざやだった。

「今でも全面的に賛さん同どうはしかねますが、会長のお考えには、正しいところもあったと思います……。彼らに、現実はどこまでも厳きびしい……」

「そうじゃろう」

　とスミハラ。

「それがわかって貰えたとは、ワシの苦労も少しはし甲が斐いがあった……」

「会長……」

「もうよい」

　と、寂さびしげに首を振る老人。

「ワシの苦労は、もう終わった。これからは、君が苦労する番だな。ベルファルド工場長……」

「はい……」

「これを──」

　会長が、何かをそっと、ベルファルドの手に握にぎらせた。

　鍵かぎ、であった。

「君に退たい職しよく金きんを払はらうのを、忘れていた」

「会長……」

「バーク街にある貸かし倉そう庫この、七番だ。辛かろうじて債権者どもの目を逃のがれた物資がそこにある。それを君達への退職金……いや、せめてもの罪つみ滅ほろぼしにと思ってな」

「ありがとう……ございます……」

「大したものではない。利用価値のない、ガラクタの山と言った方が近い。それでも、スクラップ業者に売れば幾いく許ばくかの金にはなろう。あとは君が、何とかしたまえ」

「はい……はい!!」

「原告席での君はよかった！」

　と、老人は若者の肩を叩たたいた。

「輝かがやいていたぞ……」

「…………」

「負けた相手が、君でよかった……」

　踵きびすを返す老人。

「やがては君が、渦うずの中心となろう。ワシにもわかる、それくらいは──」

　見送るベルファルドには、言葉もなかった。




「俺の親おや父じは──」

　湿しめった朽くち枝えだを焚たき火びに焼くべながら、護ご送そう囚しゆう六十四号ことランスロット・ルメイは言った。

「強きよう硬こうな、死し刑けい廃はい止し論ろん者しやでな」

「えっ!?」

　夜よ露つゆに濡ぬれた囚人服を乾かわかしていたスレイの手が、一瞬止まった。

「じゃあ、おまえの親父は……あのチャールズ・ルメイか？」

「知っているのか」

　さも意外そうに、スレイを見るランスロット。

「知らんでどうする」

　苦笑いしながら、スレイ。

「この俺が今日の今日まで死刑にならずに済んでいるのは、おまえの親父さんのお陰かげってもんよ」

「確かに──」

　ランスロットの苦笑は、もう少し複雑だった。

「おまえを俺に逢あわせてくれた……。親父が俺にしてくれた『いいこと』は、それだけって訳だ」

「親父さんが嫌きらいか？」

「俺は死刑推すい奨しよう論者だ」

「俺の天てん敵てきだな……」

「そんな親父を殺したのも、親父に対する面つら当あてだ。殺すことが即そく復ふく讐しゆうだなんて、そんな単純なものじゃないぞ。親父を殺したことで俺が死刑になれば、それが親父に対する最大の復讐になる。死刑全面廃止に懸かけた親父の生しよう涯がいそのものを、文字通り真っ向から否ひ定ていすることになるからな」

「どこまで屈くつ折せつしてやがるんだ……」

　とスレイ。

「おまえがそうまで実の親父を憎にくむ、その理由は何だ？」

「おいおい話す」

　とランスロット。

「それより親父を憎んでいることでは、おまえも人後に落ちんと思うがな……」

「俺の場合は、複雑だ」

　と、スレイ。

「俺のことを気き紛まぐれで世に送り出したそのことを憎んでいる反面、愛してもいるからな」

「そうだろうそうだろう」

　興きよう味み深ぶかげに頷うなずく。

「おまえのその桁けた外はずれのエナジーは、そこからきている」

「それより、おまえこそ、死刑にならなくて残念だったな」

「おまえのことを研究し尽つくした後にでも、死刑にして貰もらうさ。今となってはその猶ゆう予よを与えられたことを、感謝している」

　揺れる焰ほのおがその顔を、異様に照らした。

「おまえの弁護士……」

「プラティープか」

「そのプラティープとやらは、俺のことを死刑にしてくれるかな？」

「プライドが赦ゆるさんだろう。弁護士としての……」

「だろうな。俺の親父も弁護士だったから、よくわかる」

「なんだ、同じだ」

　とスレイ。

「俺も、弁護士を殺してムショに送られるところだったんだ……」

「聞いてるよ。ブディラ・カールソンをロバの骨で殴なぐり殺したんだって？」

「ああ」

「カールソンは、親父の弟で子しだよ。つくづく縁えんがあるな」

「ふうん……」

「親父も、カールソンも、一旦引き受けた依い頼らい人にんから死刑囚を出したことがないのが自じ慢まんだった……。自らの理論を実じつ践せんしてたって訳だ」

「なるほど」

「どこかに、俺を死刑にしてくれる『有能な』弁護人はいないものかな……」

「いるぞ」

　とスレイ。

「アキヅキが、原告側に付けば、確実だ」

「キリヒト・アキヅキ……。タイラー家の顧問弁護士だな」

「詳くわしいな」

「心ならずも……ってとこだ。大学まで、法学部だった。親父は俺を、有能な自分の跡あと取とりにするつもりだったらしい。俺が心理学者になると言い出した時は、大反対だった。俺の心理学のデータファイルを、全部壊こわしやがったんでな。お返しに、書しよ斎さいにあった親父の法律の本を全部灰にしてやった」

「いいなあ……」

「どこがいいんだ？」

「素直に、羨うらやましいってことよ」

　スレイは、どこか遠い目をした。

「俺なんか、実の親父と、喧けん嘩かもできなかった……」




「これは──」

　七番倉庫の扉とびらを開いて、ベルファルド。

「スクラップなんかじゃないぞ!!」

「全部立派な……部品だわ」

　とチッコリーナ。

　木箱に梱こん包ぽうされたそれらの部品の一つひとつに、確かな見覚えがある。

「これ……」

　と、蓋ふたを開けながら、障害者の一人、ヤスオが言った。

「『バルチャー２』のパーツだよ、ベルファルド主しゆ任にん」

「もう主任じゃないよ」

　とベルファルド。

「でも、なんだかこんなものでも、懐なつかしいなあ……」

「これは着陸脚の……タイヤだね」

　とヤスオ。

「こっちは……主脚の前に付けるライトよ」

　サリーという、車くるま椅い子すの少女が言った。

『こっちは……キャノピーの特とく殊しゆガラスです』

　聴ちよう覚かくに障害を持つレスリーが、手話でそう伝えた。

「会長……必死でこれだけ残してくれたんだなあ……」

　とベルファルド。

「あの状じよう況きようでは、それこそ大変だったろうに──」

「だが、時じ価かにしていくらにもならんぜ」

「アンリ！」

　いつの間にか、戸口のところにもたれかかっている、アンリ・ゴドー・ナンジェセー。

「どうしてここが？」

「ブン屋の勘かんよ」

　とゴドー。表向き弱小ゴシップ紙『東とう和わ新しん報ぽう』の嘱しよく託たく記者を名乗る彼の正体を、ベルファルドはまだ知らない。

「またあなたなのね！」

　と、チッコリーナは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「帰って！」

「まあまあ……」

　宥なだめるベルファルド。

「来ちゃったものは、しょうがないし、ちょうどよかった。彼にこの部品の査さ定ていをして貰もらおうかな」

「採用を取り消された戦闘機の部品だ。一機ぶん丸々組み立てられるならまだしも、脚ばっかりや翼つばさの一部やメーターだけじゃ、買い叩たたかれるのがオチだぜ」

「確かに……。でも、僕らの全財産は、これだけなんだ」

「これならまだ、万年筆やスプーンの方がよかったな」

　皮肉っぽく嗤わらう、ゴドー。昔のドラマで工場が潰つぶれた時に決まって退たい職しよく金きん代わりに貰う定てい番ばんアイテムとしての、それである。

「駅前の露ろ店てんで売るなら、俺がサクラを買って出てやったのによ」

「原げん価かとしたら、万年筆なんかより、よっぽど高価なんだけどなあ……」

　残念そうに呟つぶやく、ベルファルド。

「いっそイツマにでも頼たのんで、買い取って貰おうかなあ……」

「イツマ・ウエキ・タイラーは、ＴＡＣ社の会長を辞じ職しよくしたぜ」

「ええっ!?」

　ベルファルドには、初はつ耳みみである。

「それって……」

「もう奴やつに、往おう時じの権けん限げんはないってことよ」

「そうか……みんな大変なんだ」

　ふっと微笑ほほえむ、ベルファルド。

「イツマも……スレイも……。僕も頑がん張ばらなきゃ」

『なんで俺は、こんな処ところまでこんな奴の様子を見に来たんだろう……』

　と、ゴドーは自分でも不思議であった。

『それどころじゃ、ないってのに……。皆でスレイの野郎に引いん導どうを渡さなきゃならないっていう、この時期に──』

　気になったから。

　それ以外に、説明のしようがない。

「他人のことを心配している余よ裕ゆうはないと思うがな」

　自分のことはひとまず棚たな上あげして、ゴドー。

「スレイやイツマは、他人じゃないよ」

「それはそうだろうが……。そのガラクタが金の山に変わる訳じゃあるまいし……」

「変えるさ」

　と、ベルファルド。

「変えてみせる！　少なくとも昨日までは、何もなかったんだから──」

「ベルファルドさん」

　ヤスオが言った。

「僕、この部品組み立てられます」

「そうか。ヤスオくんはライン工だったね」

「私も──」

　とサリー。

「このライトの配線なら、毎日百個はこなせます」

『キャノピーの磨みがき出しなら、任まかせてください』

　レスリーは手話で。

「僕は……こっちのショックコーンの芯しん出だしと表面加工なら……」

「あたし、このシャフトの偏へん芯しんの検けん出しゆつできるう！」

「基き盤ばんのハンダ付け、任しときい」

「ボルト洗あらいなら……」

「組み立てましょう、ベルファルド主任！」

　チッコリーナが言った。

「できるところまで、あたしたちの手で!!」

「組み立てて、どうする？」

　ゴドーが冷たく、言い放つ。

「中ちゆう途と半はん端ぱに組み上がった戦闘機など、誰が買う」

「あなたには、頼んでません！」

　と、チッコリーナ。

「手伝わないなら、人の気力を削そがないで。私たちには、これしかないんです!!」

「現実問題を、言っている」

「ねえ、主任」

　ヤスオが言った。

「このレドームのパーツ、前から思ってたんだけど……」

「ん？」

「叩き直せば、鍋なべにならないかなあと思って……」

「それだ!!」

　とベルファルド。

「鍋にして、売ろう！」

「あほらし……」

　とゴドー。

「コストダウンしてあるとはいえ、そいつは特とく殊しゆ合ごう金きんだ。減げん価か償しよう却きやくにもならんぜ」

「それでも売れないよりは、マシさ」

「待って！」

　と、チッコリーナ。

「戦闘機は無理でも、なんとか形に出来ないかしら……」

「飛行機から翼つばさを取れば、クルマなんだが……」

「エンジンはどうする？」

　とゴドー。

「地上移動用の、サーボモーターならあります！」

「バッテリーは、ここに!!」

「クルマは無理ね」

　とチッコリーナ。

「でも、そう……電動スクーターくらいなら……」

「やってみよう」

　とベルファルド。

「キャノピーとタイヤはある。あとはサスペンションさえ、どうにかなれば──」

「機き関かん砲ほうの弾だん倉そうの部品があるわ！」

　とチッコリーナ。

「このコイルスプリングを、流用できるんじゃないかしら？」

「ギアミッションは？」

「それなら……」

　と、ゴドー。

「可か変へん翼よくのギアが、使えるはずだ」

「ありがとう！」

「なに……礼には及およばん」

「シートは？」

「それなら座席の、背もたれの部品が……」

　だんだんと、形になってくる。

「誰か……図面を引ける者は？」

「俺……」

　おずおずと挙きよ手しゆする。

「そうか、マサハルくんは製せい図ず学校に通っていたもんね」

「う、うん……頑張る！」

「こいつら──」

　ゴドーは、いつの間にか応おう援えんしている自分に気付き、愕がく然ぜんとなる。

「熱いぜ……」

「あと、分ぶん担たんを決めるものは……と」

「肝かん心じんのものが、ふたつ」

　チッコリーナが言った。

「ひとつは、電動スクーターの名前です」

「それなら──」

　ベルファルドは、微笑んで言った。

「もう決まってる」

　今は亡なきキミコに貰った、七しつ宝ぽう焼やきのテントウムシのブローチを見ながら言った。

「スクーターの名前は『レディビートル』号だ」

「最高です!!」

　とチッコリーナ。

「キミコちゃんも、喜ぶでしょう」

「で、もうひとつは？」

「それももう、決まりですね」

　微笑んで、チッコリーナ。

「スクーターを販売する、新会社の名前ですよ。ベルファルドコーポレーション。もちろん、代だい表ひよう取とり締しまりはあなたですよ、イーサン・ベルファルド社長！」






















第二十六章　スレイ包ほう囲い網もう









「つまり、おまえの場合は──」

　急きゆう斜しや面めんを伝い降おりながら、ランスロット・ルメイはスレイに言った。

「偉い大だい過すぎる父親の重圧から逃にげ出したいという、放ほう蕩とう息むす子この典てん型けい的てきなパターンなんだ。自分ではいくら違ちがうと思っていても、その多た彩さいなヴァリエーションのひとつに過ぎないのさ」

「おまえにひとつ、忠告しておいてやろう」

　まとわりつく下枝を伐きり払はらいながら、スレイ。

「他人の父子おやこ関係に首を突つっ込む余よ裕ゆうがあったら、自分の頭の蠅はえを追った方がいい……」

「自分でもひとつくらい問題を背せ負おっていた方が、他人の問題もよく見えるものなのさ。他人の悩なやみを真しん剣けんに聞いてくれるのは、自分も悩みを抱かかえた人間だ」

「それを『同病相あい憐あわれむ』と言うんだな……」

「ああ。それにしても、あの山小屋は儲もうけ物ものだったな」

「うむ。」

　頷うなずくスレイ。

「誰が残してくれたのか知れんが、ビバーク用の食しよく糧りようの備び蓄ちくと斧おの、それにロープが嬉うれしいぜ」

「何より有り難いのは、毛もう布ふだ」

　おかげで野や営えいの度に、疲ひ労ろう回かい復ふく度どがまるで違う。

「ところで──」

　ランスロットはスレイに尋ねる。

「おまえは何処どこへ向かって、逃げようとしている？　当てはあるのか？」

「俺に訊きくな」

　とスレイ。

「足の向くままだ。とにかく、人ひと里ざとはまずい」

「それで山奥へ山奥へと逃げているのか」

　納なつ得とくしたという表情かおで、ランスロット。

「非常線を警けい戒かいしているんだな」

「それもある。だが、警察よりももっと怖こわいのは俺の兄弟連中だ」

「しつこそうだったからな」

「あの二人は、まだしも淡たん白ぱくな方さ」

　嘯うそぶくスレイ。

「連中は、こうと決めた以上、俺の死体を踏ふみ付けにするまでは絶対諦あきらめねえ」

「じゃあ、何で人のいない方へいない方へと、逃げるんだ？　無意味じゃないか。食糧や物資の調ちよう達たつの点で、不ふ利りになるだけだろう？」

「無意味じゃねえ！」

　行く手を遮さえぎるトネリコの幹みきを、斧の一いち撃げきで伐きり倒たおすスレイ。

「俺と、連中との争いに、誰をも巻き込みたくねえんだ。山奥で、カタを付ける！」

「おいおい……」

　些いささかうろたえる、ランスロット。

「俺はいいのかよ？」

「おまえは好きで、尾ついて来たんだろ」

「それはそうだが……」

「連中の狙ねらいは、俺一人」

　スレイには覚かく悟ごがあった。

「とばっちりさえ喰くらわなきゃ、俺と一いつ緒しよにいても安全だ。闘たたかいが始まったら、隠かくれてろ。俺が死んだら、連中の精神分ぶん析せきをしてやれ。結構面おも白しろい研究材料が揃そろってる」

「潔いさぎよいんだな、あんた……」

「何度も死線を搔かい潜くぐりゃ、肚はらも据すわる」

「そうかも知れんが……」

「何か言いたそうだな」

「俺にとっても、おまえは貴き重ちような研究材料だ。むざむざと殺させはしないよ」

「やめておけ。奴らは化け物だ。俺みたいに、話が通じる連中じゃないんだぞ。そいつらが、束たばになって俺を襲おそって来る。今まで啀いがみ合っていたのが、一いつ致ち団だん結けつしてな……。今回ばかりは、この俺にも勝ち目はあんまりねえ」

「ヨナタンとウェポンスキーの時にも、感じたんだが──」

　呼吸を整ととのえつつ、ランスロットは言った。

「奴らの足並みは、まだそれほどそろってはいないようだ。その乱れを突つけば、まだ勝しよう機きはあるかも……」

「俺もそのつもりだがな。しかし、連中が揃って動き出したとなると……ゴドー。奴が陰で糸を引いていることはまず間ま違ちがいねえ。野郎以外に、あのひと癖くせもふた癖もある弟妹どもを束たばねられる奴はいねえ……」

「強いのか？」

「腕力なら、絶対負けねえ」

「だろうな……」

「奴の恐おそろしいのは、底が見えねえところだ。兄弟姉妹の誰もが、一目置いている」

「ふうん……」

「ゴドーを精神分析してみるのも、面白かろう。死刑になってる暇ひまなんてねえぜ」

「興きよう味みないな。今のところ、おまえを診みるだけで手て一いつ杯ぱいだ」

「それにしちゃ、何も尋ねないな。質問攻めを、覚悟していたんだが……」

「精神分析とカウンセリングを一緒にしないでくれ」

　ランスロットはきっぱりと言った。

「今はおまえの、行動パターンを見ている」

「それで何かわかったか？」

「結論を急ぐな。今はひたすら、情報収集の段だん階かいだ。分析なら、一人になってから、独どく房ぼうの中でもじっくり出来る。何しろ俺には、時間はたっぷりあるんだからな」

「結果が出たら、墓ぼ前ぜんに捧ささげてくれや」

「ああ。だが折せつ角かくだから、今のあんたに役立つ情報も、ひとつだけやろう」

「何だ？」

　振り向く。

「おまえは行動と言動とが、完全に乖かい離りしているな。ドン・レオ・スレイ。自じ己こ装そう飾しよくと心情の糊こ塗とが過か剰じようだぞ」

「それって……」

「要するに典てん型けい的てきな、究きゆう極きよくの『ええかっこしい』だ。あるいは『顔で笑って心で泣いて』とも言うな」

「言ってくれる」

「だが、おまえの凄すごいところは、少なくとも表面的にはそれが完かん璧ぺきに成功しているところだな。あまりにも自じ己こ欺ぎ瞞まんが巧たくみなので、顔で笑っているうちに本当に心の底から楽しくなってしまうタイプだ」

「むう……」

「幼少時から、絶たえ間まのない抑よく圧あつを受け続けるとこうなる……。辛つらかったんじゃないか？」

「ランス」

「ん？」

　ランスロットは首を傾かしげる

「六十四号と呼ぶんじゃなかったのか？」

「いいからランスと呼ばせろ！」

「ああ……」

「おまえのその分ぶん析せき眼がんに敬けい意いを表して、ひとつ頼たのみがある」

「なんだ？」

「なあに、ちょっとした暇ひま潰つぶしのゲームだ。俺の友だちの心理分析を、やってみちゃくれねえか」

「構わんが……。俺にとっては時間の無む駄だだな」

「そう言わず。そいつの受けた抑圧も、俺に劣おとらず相当なものだ。そいつは女なんだが、十歳の時に、叔お父じから暴行を受けてな……」

「ふむ」

「それ以来、女であることをやめてしまった」

「自己の弱点を封ふう印いんしたんだな」

　とランスロット。さすがに眼が輝かがやいてくる。

「それができるだけでも、大した精神力だ」

「そう思うかい？」

「ああ……。だが、その皺しわ寄よせは何処どこかに必ずくる。そいつは、今いま幾いくつだ？」

「俺と同い歳どしだ」

「じゃあ十年分、抑圧された女性の部分が、いつか必ず噴ふん出しゆつするぞ」

「俺もそいつを、心配しているんだ」

「その時に──」

　と、ランスロットは言った。

「おまえが彼女の側そばにいてやれると、いいな」

「そう思うか？」

「ああ、それが理想だ。そこまでおまえに打ち明けた相手ならな……」

「いや、それは……」

　まさか無理やりに、封印された過去にハッキングしたとも言えず、スレイは口くち籠ごもった。

「彼女は恐ろしくプライドが高いだろう」

「ああ……」

「弱い自己を、認めたくないんだ。あるいは、それを認めるだけの強さが足りないのかも……。ともかく、その時は来る。確実に──」

「ランス」

「なんだ？」

「ありがとう………」

「よせ。気き色しよく悪わるいな」

「いや、これは俺の、素す直なおな気持ちで……」

「ありがとう、だってよ！」

　不意に頭上の梢こずえから、声。

「これほどてめえに、似に合あわねえ台詞せりふもねえな。え、スレイ！」

「ヨナタンか!?」

　振り仰あおぐ。

「おうよ。あの時は虚こ仮けにされたんでな、今日は俺独ひとりで、それもナイフで相手をしに来たって訳よ!!　覚かく悟ごしな」

「ああ……」

「そいつもプライドが高い」

　と、ランスロット。

「今日はおまえと、刺さし違ちがえる気でいるぞ。油断するな、スレイ！」

「わかってる……」

「俺の腕を、見み縊くびるな!!」

　ナイフを手に、ヨナタンが飛び降りた。

「くたばれ！　自じ己こ欺ぎ瞞まん野や郎ろう!!」




「なんで、なんで！」

　息を切らしながら、賢けん明めいに坂道を駆かけ登のぼる、ウェポンスキー。

「なんで、独りで行っちまうんだよ、え、ヨナタン兄貴！　いっつも二人、一いつ緒しよだったじゃねえか。水みず臭くせえぜ!!」




「くっ……」

　抉えぐられた肩口を押さえ、微かすかに呻うめくスレイ。

「こうなるような、予感はしたんだよな……」

　と、ヨナタン。

「未いまだ及およばずって訳だ……」

「いいや」

　と、首を振るスレイ。

「純じゆん粋すいに、武器のレンジの差だ」

　そう言って、地面に落ちた斧おのを見下ろす。べっとりと、血が付いていた。

「本当に、相変わらず後先を考えねえ奴だな、おまえは……」

「言うなって……ぐふっ!!」

　仰あお向むけになったまま、夥おびただしい血を吐はくヨナタン。

　スレイの一いち撃げきでかち割られた腹から、内ない臓ぞうがはみ出している。

「言い遺のこすことはねえか？」

　口元に耳を近付ける。

「聞いてくれっか？」

「ああ……」

「じゃあ……後ろから来る連中に……ドジ踏ふむなよって……」

「本当に言いたいことを言え」

　と、ランスロット。

「おまえにあまり、時間はないぞ」

「痛えよ……」

　ヨナタンは涙ぐんだ。

「できれば……仇かたきはウェポンスキーに取ってもらいてえな……」

「ピョートルの奴には、そう伝えとく」

「ありがてえ……」

「だが、その言葉通りになってやるかどうかは、また別だ」

「いいさ。あんたにも、生きて貰もらいてえ……兄貴……」

「アルフレートが、待ってるぞ」

「奴の死に際ぎわは……どんなだった？」

「安心しろ」

　と、スレイは言った。

「おまえの方が、立派だ」

「噓うそだろう」

　と、ランスロット。

「おまえ、噓をつくときは優やさしい表情になるからな……」

「いいんだ……」

　と、ヨナタン。

「最後に……噓……ありが……」

「あばよ、ヨナタン……」

　その瞼まぶたを瞑とじてやりながら、スレイ。

「もっと一いつ緒しよに、暴れたかったな」

「ヨナタン！」

　その時になってようやく、ウェポンスキーが到とう着ちやくした。




「ヨナタンは、おまえに仇を討うってもらいたいそうだ、ピョートル」

　と、ウェポンスキーの碧へき眼がんを正面から見み据すえながら、スレイ。

「言われるまでもねえ！」

　と、汗あせ塗まみれの上着を脱ぬぎ棄すてるウェポンスキー。

「よくも兄貴を殺しやがったな!!」

「スレイだって兄貴だろうが……」

　と、横合いから突っ込むランスロット。

「ロットが違う!!」

　と、一いつ蹴しゆうするウェポンスキー。

「ガキの頃ころに一緒に暮らしたことがなきゃ、兄弟とは呼べねえぜ」

「なるほど……」

「素す手でで勝負だ、スレイ！」

　シャツをも脱ぎ棄てる、ウェポンスキー。その下から強きよう靭じんな、隆りゆう々りゆうたる筋肉が現れた。

「また一段と、ビルドアップしやがったな、ピョートル」

「おうよ！　これだけはてめえにも負けねえ!!」

「またおまえは愚ぐ直ちよくだから──」

　と、リングサイドの特とく等とう席せきからスレイを見上げるランスロット。

「馬鹿正直に、受けて立つつもりだろ？」

「それが礼れい儀ぎだからな……」

　とスレイ。

「よもやとは思うが、俺が危なくなっても邪じや魔まはするなよ、ランス」

「割わって入ろうとも、思わんね」

「賢けん明めいだ。今からそいつに取り入る言葉を、考えておけ」

　ヨナタンから受けた肩口の傷を縛しばりながら、スレイ。

「言っておくが、俺はその傷に遠えん慮りよするような真ま似ねはしねえぜ」

「構わん」

　と、スレイはウェポンスキーに言った。

「こいつはヨナタンからおまえへの、最後のプレゼントだからな……」

「全精神力の大半を、気の利きいた台詞せりふを言うことに使ってるな、おまえは──」

　呆あきれるランスロット。

「今も笑っているが、その傷はそんなに浅くはないはずだぞ」

「俺の美学のわからん奴は、一生精神分ぶん析せきでもしてろ！」

　額ひたいに玉の汗あせを浮うかべつつ、スレイ。

「分析結果なんてもんは、結局後からのこじつけよ。行動は常つねに、先に立つ！」

「その通り！」

　ウェポンスキーが飛びかかった。

「さすが、昔からてめえのそういうとこだけは気に入ってたんだ」

　強きよう烈れつなベアハッグが、スレイを襲おそった。

「うぐっ!!」

　肋ろつ骨こつが、軋きしる。















「このパワーは……てめえ、サイバネ手術しやがったな！」

「喋しやべると、肺の空気が全部出ちまうよ……」

　絞しめ上げつつ、忠告するウェポンスキー。

「再び吸い込むのは至し難なんの業わざだ。今の俺は、素手でライオンにも負けんぜ」

「加か勢せいどころじゃない……」

　とランスロット。

「まだしもそいつに限っては武器でも持たせといた方が、勝ち目がある」

「まだまだ！」

　スレイのチョップが、ウェポンスキーの片耳を削そぎ落とした。

　僅わずかに顔をしかめるが、離さない。

「昔の俺なら、今ので手を緩ゆるめていたかもな」

　と、首くび筋すじを真っ赤に染そめながら、ウェポンスキー。

「しかし、相変わらずあんたも、容よう赦しやはしないね」

「容赦する余裕なんて……あるか……」

　喘あえぐように、スレイ。

「こちとらカールソンの用心棒とやり合った時の傷が、まだ完かん治ちしてねぇんだ……」

「ああ、そうか……」

　思い出したかのように、ウェポンスキー。

「鎖さ骨こつを折られたんだっけなあ……」

　手を緩ゆるめる、ウェポンスキー。

「ここかあ！」

　振り上げた両りよう拳こぶしを、頭の上で握にぎった。そのままその両手を、スレイの左肩めがけて、振り下ろす。

　刹せつ那な──、

　スレイの棄て身の頭突きが、ウェポンスキーの鼻はな柱ばしらを叩たたき折った。

「うっぷ!!」

　思わず顔面を押さえるウェポンスキー。

「まだまだ甘えな、ピョートル……」

　と、スレイ。

「まんまと俺の誘さそいに乗りやがって……。あのまま絞め続けていりゃ、あと一分足らずで俺はアウトだったのによ」

「意い外がいと頭脳的と言うか、汚きたないと言うか……」

　ランスロットは苦笑した。

「だが、まだまだダメージはおまえの方が大きいぞ。スレイ」

「殺す！」

　ウェポンスキーは蹴けりを出した。

　スレイが待っていたのは、これである。

　後こう退たいしつつ、脚が伸び切ったところでその蹴りを受け止めた。

「あ──」

「まだ、悪い癖くせが直っちゃいなかったな……」

　と、一瞬嗤わらうスレイ。

「昔からのおまえの、悪あく癖へきだ。最初の一いち撃げきを外されると、つい繫つなぎで、どうでもいい蹴りを出す。今みたいに───」

「う……」

「ピョートル」

　一いつ瞬しゆん、ウェポンスキーの右腕を両手で摑つかんだスレイの瞳ひとみに、何とも言えぬ悲ひ哀あいの情が浮かんだ。

「あばよ」

　そのまま、巨体を無む造ぞう作さに裏うら返がえしに投げ棄てる。

　ウェポンスキーの悲鳴は、谷底へ吸い込まれるように消えていった。

「こう言っちゃなんだが──」

　と、一部始終を見み届とどけたランスロットは、たっぷり五分も経たってからようやく口を開いた。

「ヨナタンの時とじゃ、ずいぶんと待たい遇ぐうに差があるようだが……」

「それだけ余よ裕ゆうがなかったってことよ」

　呼吸を整ととのえながら、スレイ。

「紙一重だった……。くそ！　肋骨の半分がたに、罅ひびが入りやがったか……」

「そうやって、満まん身しん創そう痍いになっていくんだなあ、おまえは……」

「今さら変えられるか……。勝利の要よう因いんを分析なんかしなかったからこそ、俺は今まで勝ち続けてこられた。おまえのやり方じゃ、パターンから一ミリでも外れたら、それっきりだろうが……。俺は最後の一瞬まで、絶対に諦あきらめたりしねえからな」

「ふうむ……。場当たりの強さか。一いつ考こうの価値はあるな」

「リュックの中から、何かくれ……」

　藪やぶ蚊かに刺さされることも厭いとわず、大の字になる。

「決定的にガスが足りねえ……」




「スレイが……脱だつ走そう？」

　予期せぬ報告に、イツマは過か敏びんに反応した。

「彼が？　まさか……」

「仲間が護ご送そう車しやを襲おそって、看かん守しゆを殺し、逃とう亡ぼうしたようです」

　と、アキヅキ。

「仲間？　どんな仲間だ」

　イツマは自分でも不思議なほどの苛いら立だちを覚えた。胸むな騒さわぎと言ってもいい。

「あのプラティープが、そんな下げ劣れつな手段を使うと思うか？」

「思いません」

　きっぱりと、アキヅキ。

「奴のことは、私の方がよく知っていますから」

「そうだった……」

「私としても、寝ね耳みみに水みずです」

「仲間どころか、スレイが危ない！」

　イツマは言った。

「アキヅキ、ヘリを手配してくれ!!」

「もう手配しています」

「さすが──」

「ですが、今回は控ひかえていただきます」

「何故だ」

「当然でしょう」

　と、アキヅキ。

「雇やとい主ぬしの身を案あんずるのは、使用人の義務ですから」

「それだけ危険だと……」

　無言で頷うなずく。

「歯は痒がゆいなあ……」

「手は打っておきました」

「わかった」

　イツマは居ても立ってもいられない身を、無理やりにソファーに沈めた。

「今回だけは、おまえに任まかせよう」

「ありがとうございます」

「一連の事件で、さすがにわかったんだよ」

　と、爪つめを嚙かみながら、イツマは言った。

「じっくりと腰を据すえて部下を育てようとしないのが、僕の欠点だ。今からやっておかないと、そのうちに足元を掬すくわれるってね」

「スレイに、ですか？」

「それ以上に、ベルファルドにだよ」

　とイツマ。

　その左手には、つい先程まで読み耽ふけっていた『銀ぎん河が経済新聞』が握にぎられている。

『軍事マニアから主しゆ婦ふ層そうまで静かな大ヒット。兵器部品の平和利用。ベルファルドコーポレーション（有）の電動スクーター・レディビートル号。生産ラインの担にない手は障害者』

　と、囲み記事にはそう書かれていた。




「順じゆん調ちようそうじゃないか」

　と、拡かく張ちようした工場ラインを見ながら、ゴドーは言った。

「やあ、来てくれたのか、アンリ」

　社長自ら油あぶら塗まみれになりながら、にっこり微笑ほほえむベルファルド。

「君が無む償しようで紹しよう介かい記事を書いてくれたお陰かげで、初期生産分は全部はけたよ」

「結構なことだ」

　と、ゴドー。

「しかし、もう部品がないんだろう？　廃はい物ぶつ利用だからこそ、利り益えきも出た。型起こしから初めたんじゃ、コスト割れどころじゃないはずだ」

「増産分からは、利り潤じゆん度ど外がい視しでやってる」

　とベルファルド。

「お陰で労働条件は、ＳＩＭ社の頃ころと大差ないんだ」

「おまえはつくづく、経営者には向かんよ」

「いいんだよ」

　ベルファルドは言った。確かにハードワークだが、職しよく場ばの雰ふん囲い気きはＳＩＭ社とは雲うん泥でいの差だ。どの顔も輝かがやいている。

「初期生産分で上がった利益は、全額、債さい権けん者しやの手に渡ったスミハラのプレスマシーンを買い戻もどすのに使った。それを担たん保ぽに、材料を買う。幸さいわいにもレディビートル号の売れ行きは、いくら生産しても追い付かないほど好こう評ひようだから、銀行も融ゆう資ししてくれたよ」

「しかし、少しも儲もうかっているようには見えんぞ」

「正直トントンだからね。いや、ちょっと赤字かな？」

「給料は出ているのか？」

「障害者雇こ用ようの補ほ助じよ金きんで、労働者の給料は出る」

「社長はただ働きか？」

「ひとつくらいそういう会社があったって、いいじゃないか」

「そりゃまあ……反対はせんが……」

　ゴドーにはつくづく、信じられない。

「おまえ、今レディビートルにいくらのプレミアムが付いているか知ってるか？」

「知ってる。でも関係ないね。値段を吊つり上げるつもりは毛頭ない。増ぞう産さんしようにも造れば造るだけ赤字だから……。ベルファルドコーポレーションは、善ぜん意いの会社なんだ。やれるところまでは、やってみるよ。そんなことよりも、僕は彼らが身に付けた技術の方が大きいと思うんだ」

「一度失った技術は、取り返しがきかんからな……」

「それよりもみんなの、生き甲が斐いに溢あふれた表情を見てよ」

「ひとつ言える」

　と、ゴドー。

「おまえのその『善意のパワー』を、悪人に利用されないようにしろ。それだけが、気掛かりだ……」

「心配してくれるんだね。ありがとう……」

「いや……なに……」

「じゃ、悪いけど僕は、仕事に戻らなきゃ……」

「ああ……ベルファルド」

「ん？」

　振り向く。

「あ……いや。なんでもない。頑がん張ばれ！」

「もちろん!!」

　会かい心しんの笑みであった。

『何でこの俺が、あいつを羨うらやむ必要がある……』

　と、ゴドーは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「またここにいたのか」

　振り向くと、色黒な長身の若者の姿があった。

「セルジオ……」

「どうかしてるぜ、近ちか頃ごろのおまえ」

「自分でもそう思う。だが、あいつを見ていると、何だかほっとするんだ」

「もう少し自分の兄弟のことを心配してくれ。ヨナタンとウェポンスキーが可か哀わい相そうだぜ」

「あの二人がしくじることは、端はなから計算に入ってた。スレイはそれほど、ヤワじゃねえ……」

「だが死なれてみて、少しは連中のことを気に掛けていたのがわかったぜ」

「俺もだ。おっつけ加か勢せいに行く」

「そんなに、あの若社長のことが気になるかい？」

「なあセルジオ、俺たちに、無む償しようで加勢してくれるような連中がいると思うか？」

「加勢？」

　セルジオは鼻で嗤わらった。

「考えたこともねえな」

「だが俺は、ベルファルドを見ていると、無む性しように応おう援えんしたくなるんだよ。青あお臭くさくて、俺なら絶対に選ばないような道を歩く奴やつだが、なんだか黙だまって見ていられなくてな……。あんな効こう率りつの悪い生き方じゃ早そう晩ばん躓つまずくのがわかっているようなものなのに、奴が躓くのを、この目で見たくないんだよ」

「それは、なんだな」

　と、セルジオ。

「所謂いわゆる、人ひと誑たらしってやつだな。一種の才能だ」

「豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが持っていたという……」

「だが、あの漢おとこに天下は取れねえよ」

　吐はき棄すてるように言う。

「何故なぜだ？」

「奴には、ダーティな部分が微み塵じんもねえ。それがねえ奴に、大だい事じは成なし遂とげられっこねえ。ゴドー、あんたになら、わかるはずだろう……」

「わかっている……。わかっては、いるんだ」

　後うしろ髪がみを引かれつつ、工場を後にする。

「今、スレイに張り付いているのは？」

「ランディとチヒロだ。レダは、連れん絡らくがつかん」

「また単独行動か……困った奴だ」

「俺に言わせりゃ、あんたがいちばん困った奴だよ、ゴドー兄貴」

「そうかも知れん……」

　ゴドーは自じ嘲ちようして。

「とにかく、あの二人だけじゃ心配だ。行くぞ」

「そうこなくちゃな」

「まずは、スレイを片付けることだ。それからのことは──」

　もう一度、工場を振り返る。

「自分で決めるぜ」














第二十七章　勝手にソウルヒーリング









「じゃあ、試ためしに一度やってみよう」

　と、スレイを藁わらの上に横たえておいて、ランスロットは言った。

「ああ、頼たのむ……」

「目を瞑とじて──」

「こうか？」

「そうだ。もう少し全身の力を抜ぬいて……」

「その呼吸が、存ぞん外がい難むずかしいぜ」

　スレイは苦笑した。

「考えてみれば、物心ついてこの方、本当に心の底からリラックスしたなんてこと、あったかな？」

「無理でもやるんだね。うん、いいぞ、そんな具合だ。手伝ってやろう。一、二、三……。そう、いいぞ」

「眠くなってきやがった」

「そのまま漂ただよう感じだ。七、八、九……」

「さすがは上じよう手ずだぜ、先生」

「茶ちや化かすなよ。だいぶ柔やわらかくなってきたな。十六、十七、十八……」

「ふと思ったんだが──」

「ん？」

「もし、おまえが俺に向けて放たれた刺し客かくだったら、おまえは目的を達たつせた訳だ」

「いいからリラックス！」

「はいよ」

　やがてスレイの胸の上下動が、ゆったりしてきた。

「なんだ。やればできるじゃないか」

「いい気持ちだ。漂うってのは、こういうことか……」

「そう。流れに身を任まかせて……」

「うん。いい感じだ。こりゃ癖くせになるな」

「だろう。いいか、これから三つ数えて、指を嗚らす」

「鳩はとが出るのか？」

「出してもいいが、どんな鳩が出て来ても知らんぞ。おまえの心の扉とびらを開くからな」

「じゃ、出るのは鳩じゃなくてプテラノドンだな……」

「ああ。指を鳴らすと、おまえは子供だ」

「……設定年齢は？」

「十歳ってことで、どうだ？」

「ああ、そいつは勘かん弁べん。いちばん思い出したくもねえ頃だ」

「その方が、治ち療りよう効こう果かは高いんだがな……」

「少し、ほんの少し前にしちゃくんねえか」

「じゃあ、七歳でどうだ？」

「いいだろう。まだしも平和な頃だ」

「じゃ、いくぞ。一……二……三！」

　パチンと、指を鳴らす。

「さあ、ドン・レオ・スレイくん。気分はどうだ」

「悪くねえぜ。ま、最悪じゃねえってことだがよ」

「なんだ。今よりガラが悪くなりやがった……」

　呆あきれるランスロット。

「おまえはいったい、どういう人生を送って来たんだ？」

「能のう書がき垂たれてねえで、続けてくれよ」

「わかった……。今、君は何処にいる？」

「施し設せつ……」

「施設？」

「施設……施設……ず～っと、施設……」

「ふむ。何が見える」

「飴あめ玉だまと、電でん撃げき棒ぼう……」

「うわ～、予想以上だな。実験動物相手でも、そこまで露ろ骨こつなことはせんぞ」

「選せん抜ばつ試し験けん……残らないと……消される……」

「ふむ……。大だい丈じよう夫ぶだ。気を楽に持て。必ず勝ち残れる」

「いっそ消えちまった方が、幸しあわせかも知れねえ……」

「人工子宮にいた頃ならともかく、生まれた以上はもう遅おそいよ」

「戻もどれる？」

「戻してもいいが、それこそ君を再起不能にしてしまいかねない。俺は……それを惜おしむ」

「なんだ。大口を叩たたいた割に、大したことのねえ医者だな」

「精神分ぶん析せき医いじゃない。あくまで研究しただけだ。独どく学がくでな」

「威い張ばるない！」

「済すまん……。何で謝あやまるんだ俺は？　まあいい、君の近くにいる人は？」

「教きよう官かん……殺したい」

「力が伴ともなったらな。優やさしい人はいるかい？」

「一人でもいたらこんなに、苦労しねえ……」

「だろうな。じゃあ仲間は？」

「ライバルって意味か？」

「ああ、気を許せるライバルならな」

「いねえよ、ンなもん!!」

「そうか……。そのライバル連中は？」

「兄弟……姉妹……。同じ冷れい凍とう精せい子しから生まれた……。ライバル、ライバル……敵てき！」

「何処まで行っても救いのない半生だなあ……。未来に展望があるからいいようなものの……」

「グダグダ言ってねえで、なんとかしろい!!」

「あ、ああ……」

　狂くるった時計を分解してはみたものの、中身の故こ障しようは一目見るなりお手上げという機械マニアの表情で、ランスロットは頷うなずいた。

「たぶん……その大本の障害をうまく取り除ければ──」

　ちょっと、考えて、

「そうだ。君の、今の楽しみは？」

　と尋たずねた。

「食うこと……かな」

「うん。いいぞ。今日の献こん立だては？」

「黴かびた、パン……。残ざん飯ぱんのシチュー……」

「ポジティヴ・シンキングしろ。ないよりマシだって」

「ないことの方が……多い。適性検査の結果が悪いとおあずけだから──」

「う～!!」

　これは、どうかならないことの方が奇き跡せきだと、ランスロットは思った。

「じゃあ、その適性検査って？」

　途と方ほうに暮れて、質問してみる。

「どんなテストをやらされるんだい？」

　純じゆん粋すいに、興きよう味みがある。

「銃じゆうの分解……組立……それを、時間以内に……競きよう争そう……。ライバル……ライバル……ライバル……排はい除じよ！」

「七歳のガキに銃の分解組立競争だと!?」

「有ゆう能のうな……幹かん部ぶ養よう成せい……。初期英才教育……」

「言わん言わん！　そんなもの、英才教育とは言わん!!」

　なんと殺さつ伐ばつとした人生であることか。

「俺は……おまえに較くらべれば甘あまえてたなあ……。親父おやじはお座ざなりでも、愛してくれたし……」

「やめろ！」

　不ふ意いにスレイが身を強こわ張ばらせた。

「親父……父親なんて言葉は、聞きたくもねえ！」

「やはりキーワードは、そこか……」

　やってみるしかない。スレイの扉を開いてしまった以上は、その箱に最後に残ったのは希望です……などという言い逃のがれは赦ゆるされない。

「君の父親のことを尋ねてもいいかな？」

「やめろ……その傷きずに……触ふれるな！」

「荒あら療りよう治じだが、君の負ふ担たんを減へらすにはそれしかないんだ」

「やめろ！」

「やめない……」

「そうよ」

　不意に、冷たく光る銃口がランスロットのこめかみに押し当てられた。

「続けなさい!!」

「スレイの姉妹か……」

「ええ」

　頷うなずくレダ。

「危うく排はい除じよされかかった、ライバルの一人よ」

　微笑ほほえむ。

「そいつの古傷を、抉えぐれるだけ抉ってちょうだい。精神がズタズタになるまでね」

「わかった……」

　深呼吸して、ランスロットは頷いた。















「やってみよう」

「いい子よ」

「スレイ、聞こえるか？」

　ランスロットは、藁の診しん察さつ台だいに寝かせたスレイの耳に、そっと呟つぶやく。

「レダと名乗る御ご婦ふ人じんが、君を尋ねて来たぞ」

「レダ？」

　スレイは呟く。

「レダ、レダ……レダ？　知らねえな」

「君の姉妹と名乗っている。大変に美しい女性ひとだ」

「どうも……」

　微笑むレダ。

「記き憶おくにねえ。そんな奴はいねえぜ」

「忘れたの？」

　とレダ。

「ほら、一いつ緒しよに遊んだレダ姉さんよ!!」

「ああ、思い出した……ブスの、お漏もらしレダかぁ!!」

　不意に懐なつかしそうに、スレイ。

「元気だったか？　まだお漏らしは治なおらねえのか？」

「ちょっと……」

　レダのアイデンティティはその一言で、崩ほう壊かいした。

「何かの間ま違ちがいじゃない!?　あたしは、レダよ。美人のレダ姉さんよ！」

「いいや」

　スレイも譲ゆずらない。

「レダは姉妹の中で、いちばんブスだった。チヒロよりも、もっとブスだった……。何処で整せい形けいした？　組織か？」

「あ……」

　触ふれてはいけない一言を、逆に引き出してしまったらしい。

「それは──」

「そうか……」

　と、ランスロットは頷いた。

「どうやら整形手術を受けたことは、本人の記憶からも消しよう去きよされていたらしいな……」

「噓うそよ！」

　ほとんど絶ぜつ叫きようするレダ。

「あたしが、あのチヒロよりもブスだなんて。噓よ、噓よ！　噓よ──ッ!!」

「そんなことは、気にするな」

　と、スレイは七歳の口調で言った。

「だから、レダ、俺はいつも言ってるだろ。女は、貌かおが総すべてじゃねえって……。そりゃ総てには近いけど、総てじゃねえって……。希望を持てって。おまえは、確かに近くで見たくねえほどのブスだけどよ、性格はおそらく兄弟姉妹の中で、いちばんいいんだからよ。それだけが、取とり柄えなんだからよ……。強く生きな」

「ちが……う！」

「いいぞスレイ！　その調子だ」

　けしかけるランスロット。

「もっと言ってやれ!!」

「やめさせなさい！」

　銃を押し当てる。

「早く!!」

「もう手て遅おくれだ」

　と、ランスロット。

「言っとくけど、バルブを開いたのは、あんただからね。だけどスレイはどうやら、あんたに関しては、悪い想い出はないようだ……。ひょっとして、いちばん仲が好かったんじゃないの？」

「出で鱈たら目めよ！」

「なにが出鱈目なもんか……」

　スレイは笑った。

「おまえがおねしょ干ほすの、手伝ってやったじゃねえか。誰にもわからないように、俺が被かぶってやったことも、一度や二度じゃねえよな、え」

「殺してやるわ！」

　ランスロットの頭に突つき付けていた銃口を、スレイの胸板に向ける。

「私は、姉妹の中でいちばんの美人なのよ。昔からそうだったのよ!!」

「レダ！」

　不意に、ランスロットが叫んだ。

「え？」

　一いつ瞬しゆん、虚きよを突かれるレダ。動どう転てんしていたので、見事にハマる。

「三つ数えると、君はスレイと同じ七歳になる！　一、二、三!!」

「あ……」

「ほら、やっぱりレダだ」

　とスレイ。

「見ろ！　またお漏らししやがった……」

「あ──!?」

　ランスロットは、反射的に跳とび退のいた。

　納な屋やの床ゆかにぺたんと座り込んでしまったレダの無む防ぼう備びな股こ間かんから、湯ゆ気げと、異い臭しゆうとが漂ただよってきたからだ。

「効きいた……」

　自分でかけた催さい眠みん療りよう法ほうの効果に、思わずのけぞるランスロット。

「これほどてきめんに効くとは……よっぽど素直なんだなぁ……」

「えへ～ん」

　突とつ然ぜん、火が点ついたように泣きわめくレダ。

「またお漏らししちゃった～ぁ!!　教官に折せつ檻かんされるう！」

「泣くなよ、レダ」

　と、スレイが優やさしく言った。

「また俺が、一いつ緒しよに謝あやまってやるからよ。おまえ独ひとりを、殴なぐらせたりしねえぜ」

「ありがと……スレイ……」

「癒いやされてる……」

　茫ぼう然ぜんとしつつも、ランスロットは呟いた。

「双そう方ほうとも、癒されてる……」

「さ、一緒に帰ろう、レダ」

「……うん」

　どうやら七歳に戻った二人の間で、勝手に物語が進行しているようだ。

『介かい入にゆうするなら、今だ』

　と、ランスロットは思った。

『今しかない！』

　指を鳴らす。

「君たちの目の前に、父親が現れたぞ」

　残ざん酷こくな結果になるかも知れないことは承しよう知ちの上で、ランスロットは言った。

「さあ、どんな父親が見える!?」

「なんだ……おまえ……」

　と、スレイが呟いた。

「そこにいるのか……俺たちを勝手にこしらえやがって！　おかげで俺たちが、どんな辛つらい目に遭あっているか、知ってやがるのか!?」

「そうだ……」

　思わず身を乗り出す、ランスロット。

「その調子だ。言いたいことは、この際全部言ってしまえ。彼は逃にげられない」

「人工受じゆ精せい児じの大量生産だと！　ふざけるのも大たい概がいにしろよ!!　面つらがよく見えねえ。こっちへ来て、貌かおを見せやがれ！」

「そうよ！　見せなさいよ!!」

　と、レダが同調する。二人の相あい性しようは、とてもよい。

「あなたのことを、パパだなんて認めたくないけど、顔くらい見せなさいよ。隠かくさないで！　卑ひ怯きようじゃないの!!」

「そいつは──」

　ランスロットが尋ねる。

「どんな様よう子すだ？」

「若い……」

　と、スレイ。

「ひどく若いぞ……。二十歳はたちか、そこら……」

「君の中にある、神格化された父親のイメージだ」

　ランスロットはスレイの手を握り、言う。

「君はそいつを、これから自分の手で殺さねばならない。過去と訣けつ別べつするために『父親殺し』は、避さけて通れぬ通つう過か儀ぎ礼れいなんだ」

「専門用語……わかんねえぞ」

「わからなくてもいい」

　懸けん命めいに、後押しする。

「とにかく、殺やるんだ！」

　催さい眠みん状態にあるスレイの手に、薪まきを握らせる。

「ほら、武器はこの剣だ」

「しかし……いかに非ひ道どうな父親たあいえ、顔も見えねえ奴を殺すのは、ちょっと……。俺の主義に反する」

「そいつは？」

「向こうを向いてるわ」

　とレダ。

「じゃあ……」

　と、ランスロット。

「三つ数えて指を鳴らすと、そいつは振り返って顔を見せる。いいな？」

「わかった…」

「顔を見たら、すぐに殺やるんだぞ。君たちが過去の亡ぼう霊れいを振り切れるかどうかの、瀬せ戸と際ぎわだ」

「為し損そんじやしないわ」

　自信たっぷりに、レダが言った。

「組織で叩たたき込まれた訓くん練れん、無む駄だにはしない」

「そうだ。全部そいつに、叩き返してやることだ」

　尻しりを叩きつつも、

『ここまでけしかけといて、俺、責任取れるのか……』

　と、自問自答するランスロット。

『もし、この荒療治に失敗したら──』

　慌あわててその考えを、振り払う。

「ままよ！　やるしかない。一、二……三!!」

　指を嗚らす。

「さあ、見えるか!?」

　二人に向かい、交こう互ごに尋ねる。

「そいつの顔は!?」

「なんだ……おめえは……」

　と、スレイが驚ぎよう転てんの叫び声を上げた。

「おめえは……」

「そいつが見えるか!?」

「ベ──」

　スレイは言った。

「ベルファルドじゃねえか……」

「ベルファルド!?」

「そうよ。ベルファルドよ……」

　とレダ。

「ベルファルドが……パパ……」

「駄だ目めだ！」

　と、葛かつ藤とうするスレイ。

「俺にこいつは、殺せねえ!!」

「でも……教官が……」

　とレダ。

「教官が、殺せって……」

　何処からか、教官たちの声が聞こえる。

『殺せ、殺せ！　殺せ!!』

「嫌いやだ！」

『殺せ!!　殺すんだ！　そいつを殺せ──!!』

「催眠強制解除！」

　狼ろう狽ばいしつつ叫んだのは、ランスロットである。

「彼を殺してはいけない！　スレイ、レダ、早まるな!!」




「結局……」

　と、膝ひざを抱かかえて、スレイは呟いた。

「過去の封ふう印いんは、解とけずじまいだったな」

「でも、それでよかったんじゃないか？」

　と、ランスロットは些いささかほっとした面おも持もちで言った。

「深層意識の中で彼を殺していれば、確かに過去の悪あく夢むからは解放されたかも知れん。しかし、それ以上に取り返しのつかない傷を、君たちは負うところだった……」

「父親殺しの、トラウマって訳ね」

　と、半放心状態の、レダ。

「しかし、わからないのは──」

　とランスロット。

「君たちが顔も見たことのない父親が、何故その、ベルファルドという男の姿を取って現れたかだ……」

「俺にもわからん」

　とスレイ。

「だが、奴は俺の、命と心の恩人だからな……」

「君はいい」

　とランスロット。

「問題なのは、レダにも同じヴィジョンが見えたということだ」

「あたしは──」

　と、うなだれたままで、レダ。

「あの法ほう廷ていで、ベルファルドに一目惚ぼれしたのよ……」

「それで、理想の男が父親の姿を借りて現れたという訳か」

「それだけでは、説明できない」

　とランスロット。

「もっと、何か深い理由があるはずだ」

「いいじゃねえか、ランス」

　とスレイが言った。

「今は、そういうことにしておけ。取り敢あえず、おまえのお陰かげで随ずい分ぶんと楽になったぜ」

「そう言われても…………俺の精神鑑かん定てい家かとしてのプライドは、傷付くばかりなんだが──」

「それにしても、レダ姉ねえが整形手術を受けていたとは、知らなかったな」

「あたしもよ……」

　とレダ。

「ブスで、小しよう便べん垂たらしの小こ娘むすめだということを、自分でも忘れていたのに……」

「俺を殺すかい？」

「今は──」

　と、ショックの余あまり茫ぼう然ぜん自じ失しつのレダである。

「それどころじゃないわ」

「しっかし、別人のように綺き麗れいになりやがったなあ……」

「こんなの、造り物の貌かおよ」

　貌を背そむける。

「『千の仮か面めんを持つ女』なんておだてられて、いい気になって、自分の本当の貌なんて忘れてしまったわ……。素顔のあたしは、とてつもない醜しこ女め……。あのチヒロよりも……」

「やっと認めたのね」

　と、納屋の扉が開け放たれた。

「あなたが自分からその台詞を言うのを、待っていたのよ！」

　どう贔ひい屓き目めに見ても美人とは呼べない女が、戸口のところに立っている。

「チヒロ!!」

　と、スレイ。

「おまえ、まだ生きてやがったのか!?」

　彼女に関しては、驚きの方が先に立つ。

「雑ざつ草そうは、強いのよ」

　と、卑ひ屈くつに嗤わらう、チヒロ。

「踏まれるだけ、踏ふみ付けにされてもね……」

「だがＩＱは、おまえがダントツだったろ」

　スレイは言った。とにかく懐なつかしかったのだ。

「ほら、カンニングさせてもらったことも、あったよな」

「女にはね、ＩＱなんて関係ないのよ」

　自じ嘲ちようするチヒロ。

「貌が総すべて……」

「そうかも知れない」

　ランスロットが頷いた。

「気に入らないわね」

　チヒロが、ランスロットを睨にらんだ。

「あなた、黒星五つ……」

「え──？」

　途と端たんにランスロットの頸くびが、見えない手で絞しめ上げられた。

「うがが……」

「チヒロの特とく殊しゆ能力だ!!」

　と、スレイ。

「チヒロ……おめえ……組織の手で脳改造を──」

「そうよ」

　と、悪魔の微笑みを浮かべるチヒロ。

「自ら進んでね！」

　くたっとなったランスロットを見えない手で床ゆかに叩きつけておいて、スレイに向き直るチヒロ。

「それしかあたしが、自分を認みとめて貰もらえる方法はなかった……。何の取とり柄えもない。あたしが──」

「だからって、おめえ……」

「気を付けて！」

　レダが叫んだ。

「今のチヒロは、昔のチヒロじゃない!!　自じ意い識しき過か剰じようの、怪かい物ぶつよ！」

「そうか……」

　と、床に倒たおれたままの、ランスロットが呟く。

「抑よく圧あつされた自意識が、自じ己こを肥ひ大だい化かさせ……それが彼女のエナジーにもなっているんだな」

「無事か、ランス？」

　ほっとするスレイ。

「まあ……な……。しかし、彼女がおまえに意識を移さなければ……死んでいた」

　首を押さえる。

「そいつの能力、半はん端ぱじゃないぞ……」

「そうよ。この能力ちからを遣つかう時だけ、みんがあたしを褒ほめてくれるのよ」

　チヒロの髪の毛が静電気を帯びたように逆さか立だった。

「この能力を遣っている時だけが、本当のあたしなのよ！」

「違ちがう、違うぜ、チヒロ!!」

　懸けん命めいに叫ぶスレイ。

「そんなもの、本当の自分なんかじゃねえ!!　思い出せ！　昔の自分を、思い出すんだ。傷付いたウサギに優やさしかったおまえを──!!　たとえブスでも、心こころ根ねの優しかった、あの頃ころのおまえを！」

「ブス……」

　だが、スレイの意図とは裏うら腹はらに、その言葉だけがチヒロの心に棘とげとなって突つき刺ささった。

「ブス……。その言葉を言ったわね」

「ブスがどうした!!」

　と、スレイ。

「ブスでもいいんだ！　ブスでも心さえ綺き麗れいなら、ブスでも！」

「四回もブスって言ったあ！」

　チヒロの全身から、邪じや悪あくなオーラが発散される。

「あ・ま・り・と・い・え・ば・あ・ま・り・の・し・う・ち……」

「いかん！」

　ランスロットが叫さけぶ。そして苦痛に顔を歪ゆがめ、首くび筋すじを押さえた。

「パワーが、爆ばく発はつ的てきに高まってる。俺を痛めつけた時の……比ひじゃない!!」

「スレイ、黒星五百！」

　オーラが、明めい確かくな輪りん郭かくとなって形を取り始めた。

「チヒロアロー!!」

　チヒロの全身から、光の矢が放たれ、一団となってスレイを襲った。

　辛かろうじて身を躱かわすスレイ。

　彼の居た場所は、瞬しゆん時じにして大規模爆発に見み舞まわれ、納な屋やの壁かべが消しよう滅めつした。

「戦せん車しや砲ほう並なみの破は壊かい力りよくだ……」

　戦せん慄りつするランスロット。

「こりゃ、彼女が『本当の自分』を見み誤あやまるのも無理はない……」

「チヒロビィィィィィィム!!」

　チヒロの指先から放たれた熱光線をまたも間かん一いつ髪ぱつで避さけるスレイ。納屋の中に積つんであった干ほし草くさと藁わらとが、一いつ斉せいに燃え上がった。

「くっ!!」

　スレイの脚が、腐くさっていた納屋の床を踏ふみ抜ぬいた。抜けない。

　近付くチヒロ。

「お別れね」

　ニヤッと、微笑ほほえむ。















「けっ、まあ、しゃあねえか……」

　と、苦笑するスレイ。

「悪かったな、チヒロ……。おまえの気持ちも考えず」

「もう遅おそいわよ」

　両手を前に出すチヒロ。

「最後に言ってあげる。スレイ、あんたがあたしの、理想のタイプだった……。釣つり合う姿に、生まれてきたかったわ」

「チヒロ……」

「さよなら、スレイ……お兄ちゃん」

　指先に、エナジーを集中させ、一いつ挙きよに撃うち出す。

「チヒロカッター!!」

「スレイ！」

　瞬しゆん間かん、レダがスレイの盾たてとなった。

「レダ!!」

　全身をチヒロカッターに貫かれる、レダ。

「レダ姉ねえ！」

「レダ……」

　チヒロも茫ぼう然ぜんとする。

「なんで……」

「……本当の自分が……わかった気がするわ……」

　それがレダの、最さい期ごの言葉となった。

「レダ姉……」

　レダの死に顔が、たちまち変へん貌ぼうする。造り物の美女から、何処どこにでもいそうな平へい凡ぼんな、しかしこの世でひとつの貌かおに──。

「これが、本来の貌か……」

　と、ランスロット。

「ああ。こいつもブスだろ」

　と、目を潤うるませながらスレイ。

「でも、なんて幸しあわせそうなんだ……」

「レダ……」

　チヒロが、歩み寄りそのレダの死体を搔かき抱いだいた。

「ごめんね！　あたし……」

「チヒロ……」

　見下ろすスレイ。しかし、既すでに彼の声はチヒロの耳には届とどいていない。

「本当は、あなたが……好きだった。あなたが独りで綺き麗れいになっちゃうもんだから、あたし、あたし……」

　梁はりが崩くずれ、燃える天井が落ちてきた。

「スレイ!!　逃にげろ！」

　ランスロットが懸けん命めいに、スレイの腕を引っ張って表に出る。

「しかし……」

「手て遅おくれだ！」

「わかってる。わかっちゃいるけどよ……」

　二人が外に出た瞬しゆん間かん、納屋は倒とう壊かいした。

「レダ姉……チヒロ……」

　立ち尽くす、スレイ。涙なみだがその頰ほおを伝った。

「俺は──」

　と、彼は呟つぶやいた。

「俺は、こんな悲ひ劇げきを仕組みやがった奴を、金こん輪りん際ざい赦ゆるさねえ……。たとえそいつが、俺の父親でも、たとえベルファルドと同じ面つらをしてやがろうとも……な」














第二十八章　子供たちを責せめないで









「なんということだ……」

　ゴドーは、自分を抑おさえるのに尋じん常じようでない努力を要した。

「レダも、チヒロも、スレイの手にかかろうとは──。スレイを見み縊くびり過ぎていた……」

「あの二人を殺したのは、ゴドー、おまえだぞ」

　と、ランディが責めるように彼を見る。

「いや、二人だけじゃない。ヨナタンも、ウェポンスキーも、おまえが殺したようなもんだ。ただでさえ残り少ない兄弟が、これで俺たち三人だけになっちまった」

「そう言うなよ、ランディ」

　宥なだめるともなしに、セルジオ。

「おかげでスレイを倒たおすライバルが減へったと、前向きに考えなきゃな」

「いつもながら、よくもそう悠ゆう長ちように構えていられるな、セルジオ」

　と『影かげ男おとこ』の異い名みようを持つランディ。

「前から言おうと思っていたが、俺はおまえのその、無意味なラテン系の明るさが、どうしようもなく嫌きらいだった……」

「仕方ないだろう」

　と、あくまで飄ひよう々ひようとセルジオ。

「ラテンの血が入っているんだから──」

「仲間割れをしている場合か」

　とゴドー。

「説得力ねえぜ」

「油断は認める……」

　ゴドーは俯うつむいた。

「俺に、スレイを本気で追い詰つめようという気き迫はくが足りなかったのは事実だ。七人も雁がん首くび揃そろえればどうにかなるという読みの甘あまさは、確かにあった……。甘んじて責めは受けよう。だが、総すべてはスレイを殪たおしてからだ」

「まだリーダー気取りでいやがるぜ」

　とランディ。

「まあいい。ゴドー、とにかくあんたには愛あい想そが尽つきた……。これからは、俺の流りゆう儀ぎでやらせてもらうからな」

「待て、ランディ」

　と、ゴドー。

「ここは三人、力を併あわせて──」

「今さら言うな!!」

　とランディ。やおらゴドーの襟えり髪がみを摑つかんだ。

「あんたが仕切って、このザマはなんだよ!?　え！」

「済まん……」

　とゴドー。

「だが、この上に、なおおまえを喪うしなうことは……」

「その台詞せりふ、一人でも欠ける前に言って欲しかったな」

「ランディの言う通りだぜ」

　と、あくまで笑顔は崩くずさずにセルジオ。

「枯かれ木きも山の賑にぎわいってえのは、まさに俺たち兄弟の為ためにあるような言葉だったからな……」

「笑いながら言う台詞か!?」

　今度はセルジオに嚙かみ付くランディ。

「いっつもヘラヘラしやがって!!　おまえ、一度でも兄弟の身を気き遣づかったことがあるのかよ!?」

「……ある」

「セルジオ……」

　セルジオの瞳ひとみに光る物を認めて、その襟えりを離すランディ。

「済まん……」

「いい。もう遅おそいかも知れんが、こうなった以上は一いつ致ち団だん結けつしてかかろう……」

「ああ……」

「おまえたち」

　上かみ座ざで声がした。

「結果は出せそうかい？」

「ミヒャエルさま……」

　平ひれ伏ふす三人。

「ドン・レオ・スレイは、そんなに手て強ごわいかい？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの超絶美形は、その端たん正せいな口の端はに氷の微び笑しようを浮うかべつつ尋たずねた。

「いえ……」

「そのような……」

「手強いです」

　ランディとセルジオとが口くち籠ごもる中、ゴドーは二人を遮さえぎるようにきっぱりと言ってのけた。

「生なま半はん可かなことでは、奴やつは殺せません」

「ほう……」

　ミヒャエル・カトリ──タイラー帝国の暗黒面の一いち翼よくを担になう大天使の片かた割われ──は、興きよう味み深ぶかげに頷うなずいた。

「そうか……」

「ですが──」

　そのミヒャエルの瞳を正面から見み据すえ、ゴドーはまた、こうきっぱりと言った。

「刺さし違ちがえても、倒たおしてみせます！」

「よかろう」

　とミヒャエル。

「その言葉、私からそっくりフロイ様にお伝えしておくよ。その言葉に責任は持てるんだろうね、ゴドー……」

「はい」

「よそ見は、いけないよ」

　暗にベルファルドのことを言っているのだなと、ゴドーにはわかる。

「おまえが誰に肩かた入いれしようと、勝手だけどね。大たい言げん壮そう語ごした以上は、結果は出して貰もらわないと……。フロイ様は寛大ではあらせられるが、決して同じ失敗を赦ゆるされる御お方かたではないのだよ」

「わかっております……」

「抜ばつ擢てきも早いが、それ以上に手て駒ごまを見切るのも、思いの外ほか早い御方だよ」

「御ぎよ意い……」

「栄光が、常におまえたちと共にあるように──」

『手て駒ごまか……』

　辛つらい言葉だなと、ゴドーは思った。所しよ詮せん自分は、フロイの手駒。そのフロイも、誰かの手駒。最終的に、行き着く先で、銀河は誰の掌しよう中ちゆうにあるのだろうか。

　考えても、せんのないことではあった。




「え～」

　と、マイクの前に立って、ベルファルドは微笑ほほえむ。

「この一台のロールアウトをもちまして、レディビートル号も、めでたく最終ロット五千五百五十五台目の生産に達しました。これは、まさに快かい挙きよです。皆さんの、汗と努力の賜たま物ものですと、何もしなかった名ばかりの無能な社長は、しみじみ思うのであります」

「そんなことないわよ～!!」

　チッコリーナ専務が叫んだ。

「そうだそうだ!!」

　口々に叫ぶ、様さま々ざまな障しよう害がいを持つ労働者たち。

「思えば、短い期間ではありましたが……」

　言葉に詰つまる。

「みんなと、一いつ緒しよに……やれて……よかったと……」

　拍はく手しゆ。拍手。ひたすら拍手。泪なみだに咽むせぶ、拍手であった。

「とにかく、これが最後の一台！」

　と、その場にあったレディビートルを見る。派は手でな芸術的ペインティングを施ほどこされたそれは、特別仕し様ようであった。

「記念すべき、このアニバーサリィモデルには、シズマくんが自ら無料でペイントしてくれたよ」

　特とく別べつ招しよう待たい席せきのシズマと視線を合わせ、微笑む。それだけでも、芸術的価値だ。

「では……この最さい期ごの一台を命名します。名付けてキミコスペシャル！」

「いいぞ～!!」

「最高！」

　拍手と喝かつ采さいの中、最終ロールアウトを記念してのテープカット。薬くす玉だまが割れ、鳩はとと紙かみ吹雪ふぶきもどこか寂さびしい。

「え～」

　細やかな喜びの後には、悲しい事実を告げねばならない。

「このキミコスペシャルをもちまして、在庫部品の払ふつ底ていにより、レディビートルは大好評のうちに、めでたく生産終了の運びとなりました。本当に、みんな……ありがとう！」

「勿もつ体たいないですね」

　とシズマに付つき添そって来ていたスージーが、チッコリーナに耳打ちした。

「あれほど予約注文が殺さつ到とうしているのに──」

「ええ、でも、仕し方かたがありません」

　気き丈じように微笑む、チッコリーナ。

「部品が底を突ついた以上、後は造れば造るだけ、大赤字なんですもの……。むしろ今まで、よくやってこられたと思います」

「みんなは、どうするの？」

「退たい職しよく金きんを貰もらって、それぞれの施し設せつに引き取られることになります」

「そう……」

　寂しそうに、スージー。

「みんな、バラバラになるのね。家族同然だったのに……」

「それより、大変なのは社長です」

　とチッコリーナ。

「社長がいちばん貧びん乏ぼうな、銀河で唯ゆい一いつの会社ですからね」

「ベルファルドさんは、無一文？」

「借金が全部返せただけでも、喜んでます。またゼロから始めればいいやって……。頑がん張ばって、お金を溜ためて、みんながもう一度集まれるようにするんだって……」

「イツマさんの援えん助じよがあれば、今すぐにも適かなうでしょうに……」

「それじゃ意味がないんだって、あの人は──」

「でしょうね……。ところでチッコリーナ、あなたはどうするの？」

「訊きかないでください」

　満まん面めんの笑えみを浮うかべた。

「愚ぐ問もんでしょ」

「そうね……」

　微笑むスージー。

「頑張ってね。彼は支ささえ甲が斐いのある人よ」

「ええ……」

「ああ、間に合った！」

　そこへ突とつ然ぜん、高級エアカーで乗り付ける初老の紳しん士し。

「君、イーサン・ベルファルド社長かね」

　と、被かぶっていた帽子を取って、声をかける紳士。

「そうですけど……」

「大変失礼だが、その最後の一台を、売っては貰えんかね」

「この……レディビートルをですか？」

「そうだ。孫がどうしても欲しいといってきかんのだ。ほう……噂うわさには聞いていたが、可愛かわいらしいデザインだ。それに、仕上げもいい……」

　惚ほれぼれと眺ながめる。

「でしょう」

　得意げに頷うなずく、ベルファルド。

「みんなの、汗の結けつ晶しようですから……。一台一台、心を込こめて手作りしています」

「そうだろう。今時、稀け有うなことだよ。プレミアが付くのも無理はない」

「不本意なことですけどね……」

「いや、この素晴らしい製品が生産終了という報しらせを聞いて、慌あわてて飛んで来たのだ。孫はもちろん、私も是ぜ非ひ欲しい……。どうかね、譲ゆずっては貰もらえんかね。不ぶ躾しつけとは思うが、この値段ではどうかね？」

　紳士の提示した小切手には、定価の数千倍、巷ちまたで囁ささやかれるプレミアの上限の、実に百倍の値段が書かれていた。

　ベルファルドが、思わず凍こおり付いた。

「どうかね？」

「お断りします……」

　ベルファルドは、やんわりと断った。彼の中で葛かつ藤とうがなかったと言えば、もちろん噓になる。















「この『キミコスペシャル』は、定価で正規のルートに納のう入にゆうされることが、既すでに決まっているのです」

「売りましょう！　社長!!」

　チッコリーナが叫んだ。

「それだけあれば、レディビートルは増産できます!!　みんなが、また一いつ緒しよに働けるんですよ！」

「わかってる……」

　微笑ほほえむベルファルド。

「だけど、それはなしだよ、チッコリーナ……専務」

「君の経営者としての良心には、感かん服ぷくする」

　と、紳士は言った。

「しかし、ディーラーには、私から支し障しようのないようにしておく。受取りたまえ。これは君のものだ。この商品には、それだけの価値がある」

「違ちがうんです」

　ベルファルドは言った。

「このレディビートルは、もともと誰もが買えて手軽に乗れる街の足として、企画した商品なんです。決して、お宝グッズじゃない……。このスクーターにプレミアを付けて売り、死し蔵ぞうされることは、この商品に賭かけた──」

　障害者たちを見回す。

「みんなの気持ちを、労働者としての誇ほこりを、侮ぶ辱じよくするような気がして……済みません。わかってくれるね、チッコリーナ」

「え、ええ……」

　涙で頷うなずく、チッコリーナ。

「ごめんなさい、ベルファルド……。私、大事なものを見失うところだったわ……」

「わかってくれて嬉うれしいよ。そういうことです……申し訳ありませんが、お引取りください」

「いや……こちらこそ……大変な失礼をした……」

　恥はじ入るように、紳士は目を伏せた。

「失しつ敬けいする……」

「な～んてね……」

　と、ベルファルド。

「僕だって、一いつ瞬しゆん心が動いたよ。あのお金があればってね。僕は……経営者失格かも」

「人間的にどうかはともかく──」

　スージーは微笑んだ。

「ベルファルドは、一生ブルジョワにはなれないわね……」

「似合わないけどさ」

　去り行くリムジーンを、見送る。

「ハルミさんがいたら、きっと褒ほめてくれたと思うよ。あと、キミちゃんもね」




「なんと、断られましたか!?」

　リムジーンの運転手が、驚きの目でバックミラーの中の紳士を見る。

「頭とう取どりも、形無しですな。こうなったら、直接ディーラーに手を回しますか？　なにしろ、あの代理店のメインバンクは──」

「いや、もう新品のレディビートルは諦あきらめる。中古落ちを気き長ながに待とう……。あの精せい度どなら、三十年はガタが来ずに乗れるとな。孫にはワシから言い含める」

「はあ……」

「それより、帰ったら、ベルファルドコーポレーションに緊きん急きゆう融ゆう資しだ！」

「え!?」

　驚く。

「ですが、あの会社に発展性は──」

「リターンは度ど外がい視し！」

　と、この惑星ほしで最大手の総合銀行の頭取であるアクセル・ピンカートン氏は、高らかに豪ごう語ごした。

「あの会社を、断だんじて潰つぶしてはならん!!」




「最後に大将の姿が確認されたのは、この辺あたりか……」

　と、地図を右手、磁じ石しやくを左手にプラティープ。

「なんとか刺し客かく連中よりも先に、接せつ触しよくしないと──」

「そう簡単に、死ぬような人じゃないと思うがな」

　山のような武器を背負った、スリチャイが言う。

「ああ、俺もそう思う。だが、今回は相手が相手だからな……」

「スレイさんに、そんなに兄弟がいたとはな──」

「俺たち『貧びん乏ぼう人にんの子沢山』の兄弟とは、訳が違う。スリチャイ、おまえは自分の兄弟連中と、互たがいに激はげしく憎にくみ合ったことがあるか？」

「食事時には、いつもそう思ってたよ。こいつさえいなきゃ、このソムタムは俺のものなのにな……って」

　プラティープは何も言わずに苦笑した。

「とにかく俺たちに出来るのは、この武器と食しよく糧りようとを、一いつ刻こくも早くあの人に届とどけることで──」

「アキヅキには、感謝するよ」

　とスリチャイ。

「武器を調ちよう達たつするルートと資金を工く面めんしてくれた上に、ここまで来る足まで手配してくれて……」

「甘あまえちゃいられねえ」

　プラティープは落おち葉ばの乱れを、確認する。

「歩いた跡あとだ。近いぞ」

「もう気付いてたさ」

　とスリチャイ。

「俺は軍人だぞ」

「なら、この気配にも気付いてるか？」

　小声で囁ささやく。

「ああ……」

　頷くスリチャイ。

「尾つけられてる……」

「まずいな」

「ああ。連中としたら、自分たちでスレイさんを捜さがし出すよりも、俺たちが接触するのを待って、一いち網もう打だ尽じんにした方が楽だからな」

「どうしよう？」

「決まってる。こうなったら、連中を出来るだけスレイから引き離す」

「やはりそれしかないか」

「ああ。どうせなら、ここで二手に別れよう」

「敵を分ぶん散さんする訳か」

「そうだ。分散した敵がスレイと接触すれば、それだけあの人の勝しよう機きも増ます」

「悪くない……」

　プラティープは賛さん同どうした。

「貴様とは、これが今こん生じようの別れになるかも知れん訳だ」

「ああ……。しみったれた、糞くそったれな奴やつだったが、楽しかったよ、悪あく徳とく弁べん護ご士しさん」

「こっちもだ。不良軍人……」

　二人は掌てのひらをハイタッチしてガッツポーズに握にぎり、おもむろに左右に別れた。

「別れたな」

　と木こ陰かげでセルジオ。

「さすがに気付いたか……」

「当然だ」

　とランディ。

「おまえがあんなに派は手でに気配を撒まき散ちらすからいけない。俺一人なら、絶対に気付かれることはなかった……」

「悪かったな。で、どうする？」

「俺たちも、別れるしかあるまい」

「ふむ……。で、受持ちは？」

「俺は、軍人の方を追う」

　とランディ。

「俺は弁護士か」

「感謝しろ。手て強ごわさそうな方を、引受けてやったぞ」

「ぬかせ！　スレイとの接触率は、弁護士の方が高そうだったぞ」

「そう思うなら手早く片付けて、合流するんだな」

「言われなくともそのつもりだ……」

「じゃ……な」

「ランディ……」

「ん？」

「死ぬな」

「馬鹿。あれしきの相手に……。でも、ありがとうよ」

「あ、ああ……」




「俺は、本当は親おや父じと和わ解かいするつもりだったんだ……」

　ランスロットは白はく状じようした。

「それが、どうして？」

　とスレイ。

「わかるだろう」

　と、蚊かに喰くわれた腕を搔かきながら精神鑑定家は苦笑する。

「こっちがそのつもりで現れたのに、顔を見るなり罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられれば、誰だって──」

「素直になりやがって……」

「ああも、素直になれないおまえたちの葛かつ藤とうを見せつけられてはな……。仲好くするのも、悪くはない……って、もう遅おそいか」

「遅えよ」

「だが、おまえには、遅過ぎるということはないぞ。今からでも、残りの兄弟と和解したらどうだ？」

「それって……」

　スレイは下枝を払はらう手を休め、ランスロットの方を振り返った。

「忠告のつもりか？　ランス……」

「そう取ってくれると、俺も自分の恥はずかしい過去を暴ばく露ろした甲か斐いがあるというものだ」

「俺は和解したくても──」

　スレイの表情が曇くもった。

「あいつらは、俺のことを赦ゆるしちゃくれねえだろうなあ……」

「ありのままの自分を投げ出せ」

　とランスロット。

「決して、『こっちがこれだけ下した手てに出ているのに』などとは思わんことだ。殺されて当然……くらいの謙けん虚きよな気持ちが必要だぞ」

「俺にできるかなあ」

「その気になりかけただけでも、立派なものだ」

　ランスロットはしみじみ言った。

「おまえに、俺と同じ轍てつを踏ふんで欲しくないんだ……」

「轍ならもう、さんざん踏み尽くした。あと生き残っているのは、ランディと、セルジオと……ゴドーか……」

　七百八十七人いた兄弟も、もうスレイを含ふくめて四人しかいない。

「生き残った……と言うより、取り残された感じだな」

「それぞれの兄弟に関して、考えられる限りのプラスの材料を思い出せ！」

　とランスロット。

「何かひとつ、ひとつくらいは、共通のいい想い出があるはずだ」

「ああ……」

　暫しばらく、手を休めて考えたスレイだったが、

「駄だ目めだ」

　と、首を振る。

「あの三人に関しちゃ、何も思い付かん！　その逆の想おもい出なら、掃はいて棄すてるほどあるんだが──」

「その嫌いやな想い出に、逆の解釈が可能かどうか、ひとつひとつ検けん証しようしてみるんだ」

「そこまでする必要があるのか？」

「あるさ」

　とランスロット。

「後になって考えてみると、あの時俺は親父の言葉や行動に傷付いたけど、実は俺のためを思ってしたことなんだなあと……後になればなるほど……。後こう悔かい先さきに立たずさ」

「そうかなあ……」

　スレイにはどうしても納なつ得とくできない。

「俺のためを思って、俺を殺そうとしたってのか？　俺の苦しみを永遠に取り除のぞくためとでも、解釈しろってのか？」

「辛つらいな……おまえも」

「ふん。でもまあ、考えさせてくれるよ。色々とな……」

　何かひとつふっきれたという表情かおで、再び枝払いに精を出すスレイ。

「さすがに力が、入らねえ……」

「もう三日も、まともな物を食ってないからな」

　食べ物を持って来てくれるなら、たとえ敵でもいいという気持ちは、断たち難がたい誘ゆう惑わくである。

「ここらでひとつ、待ち伏ぶせてケリを着けてやろうか……。闘たたかうにせよ、和解するにせよ──」

「一いち理りある」

　とランスロット。

「これ以上、体力を消しよう耗もうする前に……」

「待て！」

　スレイが低く叫んだ。

「誰か来る」

　緊きん張ちようが漲みなぎるが、すぐに緩ゆるんだ。

「スレイ！」

　スリチャイだった。

「捜さがしたぞ!!」

　安あん堵どした表情でリュックを、下ろそうとする。軍人としたら、迂う闊かつに過ぎた。

「武器と、食糧──」

　そのどちらも、スレイとしたら喉のどから手が出るほど欲しい物であった。

「助かった！」

　とランスロット。

「これで、ようやく──」

「スリチャイ!!」

　間かん髪はつを入れず、スレイが叫ぶ。

「伏せろ！」

　叫ぶと同時に、手にした斧おの──既すでに限界まで刃は毀こぼれしている──を投げる。

　斧は回転しつつ、スリチャイの髪の毛を逆立てた。

　そのまま、幹みきに突つき立つ。

　スリチャイの影かげから、そいつが分離した。

「相変わらず、さすがだなあ……」

　と呟つぶやく、ランディであった。

「こいつが食糧を手渡すその瞬しゆん間かんに、おまえを刺さしてやるつもりだった」

「相変わらず、気配を殺すだけが取とり柄えの奴だ」

　身構えつつ、スレイ。

「悪いがランス、和解する気は、今ので綺き麗れいさっぱり、失うせちまったぜ」

「止むを得ん……」

　とランスロット。

「所しよ詮せん、おまえの問題だ」

「スレイ！」

　転ころがりながらも、リュックの中に突っ込んであった銃じゆうの一いつ挺ちようを放るスリチャイ。

「これを──!!」

「有り難え！」

　空中でキャッチするスレイ。

「カートリッジレスのサブマシンガンか……。森の中なら、ちょうどいい!!」

　小型軽量。スレイなら片手で振り回せる。

「いいだろう」

　何処からか、姿を消したランディの声だけが響ひびく。

「そいつでやっと、俺と互ご角かくってところだよ。この隠かくれ場所だらけの、森の中ではな。え、スレイ」














第二十九章　終わりなき確かく執しつ









「スレイ、おまえに俺の気持ちが、わかるかい？」

　と、何処どこからともなくランディの声が聞こえる。

「わからないだろうなあ、いつも世界の中心にいる、おまえには……」

「なんて奴やつだ──」

　と、銃じゆうを片手に、スリチャイは狼ろう狽ばいした。仮かりにも惑わく星せいイサーンの正せい規き軍ぐんで、少しよう佐さまでいった彼が、敵の潜ひそんでいる場所に皆かい目もく見けん当とうもつかないのだ。ランディの、聞く者を滅め入いらせずにはおかない声は明めい瞭りようではあるが、ある瞬しゆん間かんにはすぐ近くの木の梢こずえから聞こえたかと思うと、次の一瞬にはまったく別のブッシュから漏もれ聞こえるのだ。かと思うと、ありとあらゆる方向から反はん響きようしたりもする。目を瞑とじると、さながらランディが一個中隊もいるようだ。

「これだけ居場所の摑つかめん奴は……」

　自らの軍隊経験でも、皆かい無むである。なろうことなら現役時代に、ランディのような部下が欲しかった。

「スリチャイ、ランス、手を出すなよ」

　と、スレイは念押しした。

「これはあくまで、俺とランディとの問題なんだからな」

「出したくても、出せないよ」

　とランスロット。

「スレイ、おまえがやられたら、俺はどうやって命いのち乞ごいをしようかと、考えるばかりさ……」

「悔くやしいが、コマンドとしての格が違う……」

　と、スリチャイは認めざるを得なかった。

「奴はニンジャか？　スレイ」

「仮に本物の忍者がいたとしても、ランディの前では素人しろうとも同然だ」

　と、殊ことの外ほか冷静なスレイである。

「今までに直ちよく接せつ殺した奴の数じゃ、こいつがダントツじゃないか……」

「そうともさ」

　と、捉とらえ処どころのないランディの声。

「だが、俺は決して、おまえのようには脚光を浴びることはないのさ……」

「羨うらやむなら、お門かど違ちがいだぞ」

　とスレイ。

「俺が好きで、目立っているとでも思っているのか!?」

「昔からおまえは、何をやっても派は手でだった。いつだって、その場の耳じ目もくを集めてしまうんだ。人気をかっ攫さらっちまうのさ」

「だから──」

　と、スレイは叫ぶ。

「好きでそうやってきた訳じゃねえ！　俺だって、おまえと同じように虐しいたげられてきたんだし、条件は同じだぜ。それに、俺にはおまえのような自分を完かん璧ぺきに殺したり、その場の空気に溶とけ込む才能はねえ。殺し屋としたら、おまえの方が格段に上だろう？　違うか!?」

「俺だって──」

　抑よく揚ように乏とぼしかったランディの声が、いつしか感情的になっている。

「好きで、こうなった訳じゃねえ。おまえのように、いつでも自分を演出しながら生きられたら──。だがな、スレイ、哀かなしいが俺には、おまえのような華はながねえ……」

「それがどうした!?」

　とスレイ。

「俺が何の代だい償しようもなしに、今の俺でいられるとでも思っているのか!?」

「たとえどんな代償を払はらっても、おまえには失う心配のねえものがある。そいつが、持って生まれた輝かがやきってやつだ。こればっかりはどう足あ搔がいても、俺にはどうしようもねえ。おまえは、何をやっても常に光り輝く。太陽、いや、間近で見る明みよう星じようみたいなもんだ。そこいくと俺は、白はく色しよく矮わい星せいか、変光星の片割れの暗黒星だからな」

「潜在能力ポテンシヤルはおまえが上だ。何度も言わせるな」

「そいつが少しも、慰なぐさめにならねえのよ。俺はいつだって、話題の中心にはならねえ。本当はおまえのように、生きてえ……」

「役割分ぶん担たんに対する不満か……」

　と、ランスロットが呟つぶやいた。

「なるほどね。だが、そいつは不ふ可か逆ぎやく的てきな野望だ。実に不ふ毛もうだ……。現実を、現実として引き受けない限り、君のその渇かわきは永遠に癒いやされることはない。たとえ、スレイを殪たおしたところで、満たされることはないんだぞ」

「わかってるさ」

　とランディ。

「ただ、俺は愚ぐ痴ちを聞いて欲しかったんでな……」

「相変わらず、素直でねえ奴だ」

　とスレイ。

「ランディ、おまえはそれだけのことを言うのに、これだけのお膳ぜん立だてが必要なのか？　なんとも難なん儀ぎな奴よ」

「いいか、スレイ」

　ランディの声が、芝しば居いがかってきた。一世一代の演出なのだろう。

「おまえが兄弟の中で総スカンを喰くっている本当の理由を教えてやろう。お前は必ず、兄弟で最初に名前が来る奴だ。逆に言えば、いちばん兄弟に持ちたくない奴だ。みんな、多かれ少なかれ、目立ちたいんだよ。舞ぶ台たいの中央で、スポットライトを浴びていたいのさ。なのに、おまえはいつだって、端はたから見れば極小の努力で、そいつを独ひとり占じめにしてしまうんだ」

「……疎うとまれて当然、ってか」

　深いため息とともに、スレイは言った。

「だが、今そのおまえが、俺の掌たなごころの中だ」

　と、ランディ。

「煮にるも焼くも、俺の自由よ!!」

　不意にスレイの足元で、弾丸が弾はじけた。わざと狙ねらいを外していることは明白だ。

「殺すつもりなら、何時でも殺せる……」

　ランディの、昂たかぶった声。至し福ふくの瞬間なのだろう。

「ようやく、決定的優位に立てたぜ。たっぷりと、恐きよう怖ふを味わい尽つくしてから殺してやる。その後でその二人も、料理してやるさ」

「虚むなしいだけだと思うぞ」

　と、控ひかえ目にランスロット。

「君は、逆にスレイの得意なフィールドで彼に勝たない限り、意味はないんだ……」

「その手に乗るか！」

　ランスロットの肩口を、銃弾が抉えぐった。

「うぐっ!!」

「やめろ！」

　と、スレイの叫び。

「ランディ、おまえの相手は、この俺だろう。ランスを巻き込むな！　俺の……大事な……仲間を……」

「仲間!?」

　肩を押さえながら、ランスロット。

「仲間と呼んでくれたのか？　スレイ……」

「半月も苦く楽らくを共にすりゃ、立派な仲間よ。たとえ俺が、おまえから見れば単なる研究材料だろうと、そんなこたあ関係ねえ。もう今の俺は、目の前でおまえが殺されることに耐たえられねえ!!」

「そう言うと思った……」

　と、ランディの声。

「それがおまえさんの、弱点だ。だからこそ、俺もこうする意味がある」

　再び闇やみからの銃じゆう撃げきが、ランスロットの左ふくらはぎを抉る。

「くう──！」

「ランディ、頼たのむ、やめてくれ……」

　スレイは両手を広げ、哀あい願がんした。

「撃うつなら、俺だけにしろ……」

「では──」

　スレイの左腕を、銃弾が貫かん通つうした。

「お望み通り……」

「うがあ!!」

　スリチャイが腰だめで撃った。たとえ姿は見えなくとも、ランディの撃つマズルフラッシュは見える。その閃せん光こうを目掛けて、スリチャイは撃った。

「ははは……。いい考えだが、遅おそい！」

　まるで別方向から、ランディの声。

「撃った時を狙ねらっても、遅いんだよ」

　さらに銃声。

「うおっ!!」

　左太ふと腿ももを撃たれたスリチャイが、翻筋斗もんどり打うって転がる。

「やめろお！」

　とスレイ。

「わかってくれえ！　ランディ!!　俺にとって、こいつらが大事なのと同じくらい、おまえを殺したくないんだあ！」

「目立ってるねえ……何をやっても」

　嘲あざ笑わらう、声。

「ますます、いたぶり甲が斐いがあるってもんだ。スレイ、あんたにとっていちばん効きくのは、仲間を痛めつけられることか……なら、方ほう針しん変へん更こうだ」

　倒たおれたスリチャイの周囲に、無数の土つち煙けむり。わざと外しているが、それでも何発かが腕や頰ほおをかすめた。

「はははははははは……。どうするスレイ!?」

「スレイ……」

　スリチャイが、スレイを見た。

「済まねえ。おまえを助けるつもりが、足あし手で纏まといになっちまって……」

「いや、謝あやまるのは俺の方だ」

　と、涙声のスレイ。

「巻き込んで……済まん」

　その右腰を、銃弾がかすめる。

「痛つぅ──」

「瘦やせ我が慢まんも、そろそろ限界なんじゃないのか？」

　とランディ。

「それとも、まだ続けるか、この大我慢大会……」

「もう続けたくなくなってきたのは、おまえの方じゃないのか？」

　と、ランスロットが言った。

「そろそろ、惨みじめさの限界に達しつつあると思うがな……」

「なに──!?」

「図ず星ぼしだろう？」

「うるせえ！」

　ランスロットの周囲に土煙。

「今のを外したのは、まだ俺の能のう書がきを聞きたいからと解かい釈しやくしたが──」

　微笑ほほえんで、ランスロット。

「続けていいか？」

　無言なのは消しよう極きよく的てきな肯こう定ていと、解釈してよかろう。

「おまえは、自分の矛む盾じゆんにまだ気付いていない」

　と、ランスロットは分ぶん析せきした。

「いや、それも正確じゃないな。気付いているのに、気付かないふりをしている。自じ己こ欺ぎ瞞まんだが、それも限界にきている……」

　痛みに顔を歪ゆがめながらも、微笑む。

「ランス……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ」

　頷く。

「言わせろよ、スレイ。俺は楽しいのさ。ようやく単なる分析者じゃなく、当事者になれたんだからな……」

「ランス……」

「不覚にも、涙しちまったい……」

　と、その動機を語る。

「仲間か……。いいねえ。おまえに言ってもらえるなら、ここで終わりも悪くない」

「終わらせやしねえ……」

　銃弾が、闇やみ雲くもに発射された。

「何をじゃれてる!?」

　ランディが焦じれた。術中に嵌はまったのだ。

「続けるんだ！」

「おまえは、スレイのように主役にはなれても、渋いバイプレイヤーに徹てつすることで、自身の誇ほこりを守ってきたつもりなんだろうが、どっこい脇わき役やくにすらなれていない……」

　ランスロットの分析は、よほど核かく心しんを突いていたに違いない。その証しよう拠こに、何の反応もなかった。

「おまえは、他の出演者を立てることが出来ないからな……。名バイプレイヤーとは、そこにいるスリチャイのような奴のことを言うのさ」

「おまえもだ、ランス」

　とスレイ。

「ありがとう……。ランディ、君は所しよ詮せん、どこまでいっても独ひとり芝しば居いだ」

「ぬかせえ！」

　ランスロットの周囲に、滝のように銃弾が降り注いだ。しかし、一発も命中はおろか、過か擦すりもしなかった。

「今のは、わざと外したんじゃないな……」

　と、着弾から分析するランスロット。なかなか彼も本物である。

「動どう揺ようで、手が震ふるえたか……」

「ランスの言う通りだぜ」

　と、倒れていたスリチャイが、銃を杖つえに歯を喰くい縛しばって立ち上がった。

「おまえにはわからねえだろうなあ……。一人の漢おとこを、皆で守もり立たてていく、その快かい感かんってやつはなあ……。主役でなくて、いいんだよ。本当の主役を、すぐ側そばでみていられるならな」

「わかっちゃねえ！」

　と、ランディの叫び。

「てめえらは本当に、何もわかっちゃいねえんだあ!!　赤の他人ならいざ知らず、俺とスレイとは、血を分けた兄弟なんだあ！　同じ父親の冷れい凍とう精せい子しから造られたんだ!!　素質は同じはずだぞ!!」

「関係ない」

　とランスロット。

「君がスレイを羨うらやむ理由が、自分にはない資質だというのなら、そのスレイの『資質』というのは、遺い伝でんではなく、後こう天てん的てきなものなんだ……。どうやら同じ境きよう遇ぐうから、全く反対のことを学んだらしいが、どちらが他人に訴うつたえるものが多いかは、おまえたち二人を較くらべれば自明の理ことわりだろう」

「だからこそ、赦ゆるせねえ！」

　ランディはなお叫ぶ。

「どうにも赦せねえんだよ!!」

「ランス……」

　スレイが、ランスロットを見た。

「ん？」

「頼たのみがある」

「なんだ？」

「おまえのサイコセラピーで、ランディの重荷を、少しでも楽にしてやっちゃくれめえか」

「『仲間』にそう言われると、弱いぜ」

　ランスロットは、照れた。少し、いい表情になってきている。

「やってみる」

「頼む」

「ランディ、聞こえるか！」

　気配を完全に消したランディに向けて、ランスロットは叫んだ。

「おまえの心的外傷トラウマの原因を、知りたい」

「知ってどうする？」

　ランディの声。

「自じ己こ啓けい発はつセミナーの報ほう酬しゆうは、おまえら三人の命か？」

「いや……単に研究素材として、君に興きよう味みがある。純じゆん粋すいな興味だ」

「俺はスレイのようにお人好しじゃないからな……。ベラベラ恥はずかしい過去を喋しやべったりはしないぜ」

「それにしちゃ饒じよう舌ぜつだな、ランディ」

「なに？」

「話したくて、うずうずしているのはお見通しだぞ」

「黙だまれ！」

　威い嚇かく射しや撃げきの狙いが、どんどん遠くなる。

「ほうら、話してみろ。どうせその後で殺すつもりなら、構わないじゃないか。話せば楽になる……」

「誰がその手に乗るか!!」

　銃弾は、空に向かって放たれた。

「精算しなきゃならねえ過去なんて、俺には存在しねえ！」

「じゃあ、仕方がない。今ある材料だけから、こっちで勝手に分析させてもらおう」

「やってみろ……」

「ランディ、君は自分を騙だましている。君は本当は兄弟の中で誰よりも、スレイに憧あこがれているのに、その自分を誤ご魔ま化かしているぞ」

「な──!?」

「やはりな……。スレイに憧れているのに、スレイになれない。そのジレンマが、君を駆かり立てる原動力だ。だが同時に、君自身を引き裂さいているのもその嫉しつ妬とだ。スレイを消せば、君はその原因を消去できるが、また同時に生きる目標をも喪そう失しつする。その後の君の人生の不毛さたるや、推おして知るべしだろうな」

「おい……」

「スレイを無視できない君は、誰よりもスレイに依い存ぞんしている。心理学用語ではこれを、『アンチ巨人のジレンマ』と言うんだ。巨人というのは、遥はるか以前に地球の、一島とう嶼しよ国家で隆りゆう盛せいを誇ほこった野球チームの名だがな……。自己が嫌けん悪おする対象抜きには、自己のアイデンティティを確立できない連中のことを言うのさ」

「俺が……スレイに依存していると……」

「そうさ。逆に誰よりも、スレイの本質をわかっているのも君だがな……。これを心理学用語では『アンチ巨人も巨人ファン』と言う。とにかくスレイ抜きでは、君の人格は核かくを成なさない」

「そんな……まさか……」

「スレイを超こえることが君の原動力だが、資質的に超えられないとわかっている以上、今度はスレイを貶おとしめるしかない。自分と同じ地平にまでスレイを引ひき摺ずり降ろすことが、今の君の場ば当あたり的な行動の説明だ」

「違う！」

「違うというなら、試しに君の全行動の要因を、スレイ抜きに説明してみろ」

「…………」

「君に、選せん択たく可能な、君自身を救きゆう済さいする方法は、実は二つしかない……」

「なに？」

「ひとつは、アンチ巨人からタイガースファンになることだ。スレイを嫌きらいなのは認めた上で、その気持ちを仮か託たくできる対象物を見付けることだ」

「それは……不可能だな」

　とランディ。

「俺は、スレイも嫌いだが、それ以上にゴドーのことは、もっと嫌いだからな……」

「やはり、ゴドーが絡からんでやがったか……」

　とスレイ。

「腑ふに落ちたぜ。しっかし、ランディよ、そのゴドーに不本意ながらつるんでいるだけならまだしも、パシリとしていいように遣つかわれているようじゃ、おめえもまだまだだな」

「黙れ！　もうひとつの選択肢しは？」

「それは、もっと簡かん単たんだ」

　と、ランスロット。

「簡単だと？」

「君さえ、そのことに気付けばな」

「聞かせろ」

「君が、本当は裏返しの巨人ファンだということを、素直に認めればいい。スレイ抜きには、自分の人生は成り立たないのだという事実を、冷静に認め──」

「ははははは……」

　突然、狂くるったような嗤わらい声が、森中に谺こだました。

「何を言い出すのかと思えば……。結論がそれか」

「しかし、これしかないのだ」

　ランスロットは懸けん命めいに訴うつたえる。

「結局、この僕が、父の裏返しの信しん奉ぽう者しやであったことを、認めざるを得なかったように──」

「ははは、こいつ！」

　スレイが苦笑した。

「ランディの治ち療りようにかこつけて、ちゃっかり自分自身を救済してやがら……」

「それは──」

　ランディが、姿を現した。

「できねえな、やっぱり……」

「ランディ……」

「何でも形から入ろうとする、俺にはな」

　スレイを見た。

「ガキの頃はおまえを真ま似ねて、わざとシャツのボタンを掛かけ違ちがえたり、ズックの紐ひもを穴を通さずに上から縛しばったりすることで、おまえと同じになったような気分に浸ひたっていた、この俺にはよ──」

　寂さびしく、微笑ほほえむ。

「おかげで、自分というものをどっかに置き忘れちまった。副産物として気配を殺すことは上じよう手ずになったが──」

「思った通りだ……」

　と、自らの仮か説せつを証明できて、満足げなランスロットではある。

「スレイを嫌いになる仮定で、必ず模も倣ほうの段階……自己を完かん璧ぺきにスレイに投とう影えいし、自己同一化を試みた段階があると思っていた」

「銃を執とれ」

　と、ランディ。

「おまえのことを今さら好きになることは、出来そうにもねえ……。その代わり、もう一度おまえになるチャンスを与えてくれ。サシで勝負しよう」

　無言で頷うなずく、スレイ。

「なに、心配するな。おまえが死んだ後は、完璧におまえになり切ってみせる……。そいつにだけは、自信があるんだ」

　不思議と憑つき物の落ちた表情で、ランディは言った。

「なにしろ、俺は物心ついて以来、ずっとおまえを、おまえだけを見てきたんだからな……」

「俺の生き方を、そっくりそのまま継つぐというのか？」















　スレイも、微笑む。

「それも、よかろう……」

「まあ、任まかせろ」

　とランディ。

「この銀河で俺ほど、おまえのことをわかっている奴はいねえ」

「なんだ、こいつは──」

　と、スリチャイ。

「よく見ると、気味悪いほどスレイにそっくりだぜ。姿形だけじゃねえ、身のこなしも、雰ふん囲い気きも……」

「それでここまで、目立たなかったのか……」

　とランスロット。

「こいつは、スレイの影かげだ。万人の意識にあまりにも強きよう烈れつなスレイの印象がある限り、決して陽ひの当たることのない、影だ！」

「だが、こうして改めて見ると、鏡を立てたようじゃないか」

「勝負は、一発！」

　とスリチャイ。

「それでいい」

　とスレイ。

「俺亡なき後を、頼むぜ」

「任せろ。立派に銀河に、君くん臨りんしてやるよ」

　相そう互ごに狙いを定める。

「いけない！」

　と、スリチャイが叫んだ。

「またスレイの悪い癖くせだ!!」

「あ、ああ……」

　ランスロットも狼ろう狽ばいする。

　今なら、彼にもわかる。

　スレイは、分身であるランディに、撃うたれてやる覚かく悟ごなのだ、本気で──。

「スレイ!!」

　スリチャイとランスロットとは、同時に叫んだ。

「早まるな！　おまえでなきゃ、駄だ目めなんだ!!」

「そうとも！」

　ランスロットは、我を忘れた。

　かつて、ここまで彼を本気にさせた『他人』は外ほかにいない。

「おまえでなけりゃ──!!」

　銃声は、ふたつ同時だった。




「どうでえ」

　と、得とく意いげにランディは言った。

「最後の最後で、とうとうおまえになり切ったぜ」

「あ、ああ……」

　頷くスレイ。

「見事だった……」

「わざと狙いを外すとこなんざ、おまえそっくりだろ」

「俺以上だ」

　と、スレイ。

「俺が外した射線に、わざと自分から飛び込むなんてな……」

「そうよ……」

　銃弾に胸を貫かん通つうされたランディは、喘あえぎながら、

「昔から、どうしてもおまえになり切れねえのは、ここだった……。俺にはとても真ま似ねできねえと諦あきらめざるを……得なかったのは……」

「もう喋しやべるな！」

「いいんだ……。おまえは、他の兄弟の罰ばつを、進んで全部被かぶっていた。そのしんどい真似だけは、どうしても俺には──」

「だからって──」

「だけど、一回こっきりなら、俺にもできたぜ。な……褒ほめてくれよ、スレイ……」

「あ、ああ……」

　手を握にぎり、頷く。

「おまえは俺を……超えた」

「一いつ瞬しゆんだけな……」

「いや」

　と、首を振るスレイ。

「永遠にだ」

「ありがと……スレ……」

「ランディ！」

「意味ねえんだよ!!」

　と、スリチャイが拳こぶしで地面を打った。

「スレイが本当に、自身の影かげ武む者しやを必要とするのは、これからだったのに……。その時になるまでどうして役に立とうとしてくれなかった、ランディ!?」

「仕方がない……」

　と、ランスロット。

「彼は早く、楽になりたかったんだよ」

「救われたと思うぜ」

　スレイがランスロットを見た。

「ありがとうよ、ランス」

「い、いや……」

　うなだれる。

「俺は……おまえの役に立ちたかったのに……できなかった」

「これから助けてくれれば、いい」

「スレイ……」

「俺にはおまえのような、冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきできる参さん謀ぼうも必要だ。特に、ライバルが本物になっていくこれからはな──」

「スレイ……」

「とにかく、助かったぜ。それにしても『アンチ巨人のジレンマ』か……いい言葉だ。そんな心理学用語が、あったとはな」

「ないよ」

　とランスロット。

「そんな用語は、ない。俺がさっき、勝手にでっち上げた」

「いや、もう立派な用語だぜ」

　とスリチャイ。

「四人もの人間を、救きゆう済さいしたじゃねえか。俺と、おまえ自身と、スレイと、それにランディを──」

「スリチャイ……」

「一いつ緒しよに打ち上げよう。スレイという、でっかい花火をな」




「ＴＴＢ（テストチューブ・ベイビーズ）も、とうとう俺とおまえの二人きりになったか……」

　と、ゴドー。

「ああ……」

　頷くセルジオ。

「寂さびしくなった」

「おまえまで、逝いくなよ」

「誰に向かって、言ってる。俺は『修しゆ羅ら場ばのセルジオ』だぜ。ここからがようやく俺の、本ほん領りよう発はつ揮きよ」

「宜よろしく頼たのむ……『修羅場のセルジオ』」

「あんたもな、ゴドー」

「ランディの奴、スレイのシンパだったとは──」

「俺はずっと前から、気付いていたけどな……」

　とセルジオ。

「でもまあ、奴のおかげで最後にとびきりの、スレイの弱点もわかったことだし──」

「ああ。その為ための切きり札ふだも、押さえられた」

「うう……」

　彼らの背後で、猿さる轡ぐつわをかけられ、両手両足を幹に縛しばり付けられたプラティープが唸うなった。

「よくやったぞ、セルジオ」

「意外に手こずらせやがって、こいつ──」

　腫はれ上がった瞼まぶたを撫なでる、セルジオ。

「ムエタイを遣つかいやがるとはな……」

「しかし、素す手でならおまえのグレイシーに勝てる奴はいないよ」

　とゴドーは言った。

「あのウェポンスキーでさえ、おまえには赤子のように捻ひねられたんだから……」

「スレイも同じさ」

　と、セルジオは嘯うそぶいた。

「兄弟の中では最強という根こん拠きよのない看板は、今日を限りに下ろしてもらうぜ、スレイ」

　そう言って、囚とらわれのプラティープの、折れた肋あばらを小こ突づく。

　意い識しき朦もう朧ろうのプラティープが、悶もん絶ぜつする。

「生き餌えを、殺すな」

　とゴドー。

「うっかりそいつを殺してしまったら、スレイは手を付けられない状態になるぞ」

「俺としたら、本気のスレイとやってみたいんだがな……」

　そう言ってどこまでも陽気なセルジオは、少々残念そうに頭を搔かいた。














第三十章　ゴドーの賭かけ









「残っているのは、セルジオとゴドーだ」

　覚かく悟ごを決めた表情で、スレイは言う。

「セルジオの奴やつはともかく、ゴドーは底が知れねえ……。誰にも素す顔がおを、見せねえ奴だからな」

「俺が分ぶん析せきしてやろうか？」

　と、スリチャイが持ってきた医い療りようキットで、傷の応急処置をしながらランスロット。

「そいつの心的外傷トラウマがわかりさえすれば、闘たたかいもいくぶん楽になる」

「精神分析の、材料がねえよ」

　と、スリチャイの傷に包帯を巻きながら、スレイ。

「なにしろ奴は、兄弟の中でもほとんど独ひとりで、言わば隔かく離りされて育った特とく別べつ待たい遇ぐうの優等生だからな……。こんなもんか、スリチャイ？」

「あ、ああ……」

　蒼あお白じろい顔で頷うなずくスリチャイ。

「あんた、上じよう手ずだな。イサーン正規軍のコマンドでも、ここまで上手に応急処置の出来る奴は少ないぜ」

「俺は、物心ついて以来、生なま傷きずの絶えたためしがねえ男だからな……」

　と、皮肉めいた笑いを浮うかべるスレイ。

「自然と上手にもなるさ」

「兄弟中の優等生か。スレイ、あんたよりも？」

　ランスロットの質問に、

「俺どころじゃねえ」

　と、スレイは自じ嘲ちようしつつ答える。

「奴は正しよう真しん正しよう銘めいの、悪のエリートよ。三歳の時点で、奴の適性はダントツだった。父親の資質を、最も多く受け継ついでいたのはゴドーだ。そこで早々に選せん抜ばつされて、俺たち二軍とは別個に育てられた。その待たい遇ぐうの差たるや、ファーストとエコノミーどころじゃねえ。まさに天国と地じ獄ごくだ。俺たちは、奴の補ほ欠けつ、予備軍、バックアップ、万が一の保険、言わば控えだ。熾し烈れつな敗者復活戦を勝ち抜いても、せいぜいがゴドーのアシスト以上のことは期待されちゃいなかった。そこいくとゴドーは、最初から帝てい王おうとして教育されている。格が……違う」

「えてしてそういう奴は、脆もろいものだがな……。俺はあんたが好きだ、スレイ」

「ありがとよ、おまえさんの口から、その言葉を聞くとは思わなかったがな」

「あんたは人を変えてしまうよ、スレイ」

「俺も今では、おまえが好きだ、ランス」

「…………よせやい」

　ランスロットはなんとも言えぬ、複雑な表情で照てれた。

「こんなとき、どう対たい処しよすべきか、わからないんだ」

「ともかく──」

　スレイの話は、続く。

「まったく別々に幼少期を過ごした俺たち予備軍と、ゴドーだ。俺たちにはひたすら、雑草の強さが要求され、ゴドーは指揮官としてその才能と能力とを磨みがかれた。他の兄弟姉妹の誰もが、訓くん練れん施し設せつからそれぞれの適てき性せいに応じた組織の末まつ端たんに送り込まれるまで、ゴドーの存在そのものを知らなかったほどだ。もちろん、この俺にしてからがな……」

「だから、材料がないんだな」

「ああ、だが、ゴドーは確かに、ズバ抜ぬけているよ。体力でも、頭脳でも、適性でも……。射しや撃げきで俺を上回るのは、奴くらいじゃねえかな」

「運はどうだろうか……」

　と、ランスロット。

「あんた以上の強運の持ち主を、俺は他に知らんのだが……」

「そんな不ふ確かく定てい要よう素そよりも、総そう合ごう値ちでダントツということさ。能力の円グラフを描いてみな。俺は『運』と『度胸』と『スタミナ』だけが異様に突とつ出しゆつした、いびつな多角形になるが、ゴドーは綺き麗れいな、しかも大きい円になるはずだぜ」

「ペーパーテストではそうでも、実戦で高い生存性を示すのは、えてして能力の不ふ均きん等とうな多角形タイプなんだ」

　とランスロット。

「優等生タイプを、一芸タイプが打ち破るのさ。スレイ、あんたはまさにその典てん型けいだ。俺たちは、それに賭かけている」

「くすぐったいぜ」

「ゴドーとかいう奴がどんなだか知らんが……」

　と、スリチャイ。

「人をその気にさせる能力では、断然あんたが上だと思うぜ。スレイ」

「そういうあからさまなことは、言わん方がいいぜ。それで負けたら、バカだからな」

　スレイは苦笑するしかない。

「だが、ゴドーの能力には、確かにそつがない。それだけは……言える」

「ゴドーは、他の兄弟たちから信しん頼らいされていたか？」

　とランスロット。

「そいつが重要なんだ」

「信頼されていたかどうかはともかく、納なつ得とくせざるを得ないだけのものを、奴が持っていたのは確かだ。心しん酔すいするとかじゃなく、見た瞬間に相手を屈くつ服ぷくさせてしまうような……。そういう能力を、確かに奴は持っていた」

　スリチャイの手当を済ませ、自分の傷を自分で縛しばりながら、スレイ。

「隔かく離り教きよう育いくを受けたということで、奴を羨うらやむ者も多かった……。俺にしたって、羨せん望ぼうのまなざしで奴を見なかったと言えば噓になる。兄弟姉妹の中で、教官から殴なぐられずに育てられたのは、奴くらいのものじゃないかな……」

「そんな奴に、誰が身も心も捧ささげるものか」

　吐はき棄すてるように、スリチャイ。

「普通は総スカンだ」

「だが、そんな気持ちを持つのも、一いつ瞬しゆんなんだ」

　と、スレイはむしろゴドーを弁べん護ごした。自分でも、不思議だった。

「奴には、確かに待遇の差を納得させるだけの風格と……何と言ったらいいのか……そう、一種形容し難い『哀かなしさ』があったから──」

「哀しさ？」

　ランスロットが、眉まゆを動かす。

「そいつは重要だぞ、スレイ。それがキーワードだ」

「さすがだな……」

　とスレイ。

「俺もたった今、自分で口にしてそう思ったところだ。隔離教育は、ひょっとして、奴にとっても不本意──」

「勝手に他人を詮せん索さくするのは、それくらいにして貰もらおう」

「噂うわさをすれば……か」

　スレイは立ち上がった。

「待ってたぜ、ゴドー。セルジオも一いつ緒しよか？」

「もう一人……」

　と、ゴドーは言った。

「大事なゲストだ」

「プラティープ!!」

　叫んだのは、スリチャイだ。

「野郎！」

「ドジ踏ふんだ……」

　猿さる轡ぐつわを解とかれたプラティープが、満まん身しん創そう痍いで言った。

「ザマぁないです……。スレイ、そいつは手て強ごわいですぜ」

　唯ゆい一いつ自由になる顎あごで、セルジオの方をしゃくってみせた。

「そいつも強かったぜ」

　と、腫はれた瞼まぶたを撫なでながら、セルジオ。

「弁べん護ご士しにしてはな……」

「俺の大事な右腕を、いいように痛めつけてくれたようだな」

　と、これまた満身創痍のスレイ。

「礼をせにゃ、なるまいぜ」

「まず、俺からだ」

　と、腕まくりする、セルジオ。

「素手で来い！」

「前ぜん座ざに喰くわれるなよ、スレイ」

　と、ゴドーが言った。

「俺にも楽しみを、残しておいてくれ」

「なるほど」

　ランスロットが、呟つぶやいた。

「同じ兄弟でも、格が違うんだな……」

「悪いがあんたの番は永久に来ないぜ、ゴドー」

　セルジオが大きく深呼吸した。

「スレイ、今までの俺の特とつ訓くんは、すべておまえをこの手で殪たおすためにあった……」

「やれやれ……」

　とランスロット。

「こいつも『スレイ依い存ぞん症しよう』か」

「ひとつ教えておいてやろう、セルジオ」

　と、スレイは静かに言った。

「ゴドーが最後まで、おまえを出さなかったのは、おまえに対する優しさだぜ」

「なに!?」

　目を剝むくセルジオ。

「どういう意味だ」

「おまえが生き残った兄弟姉妹の中では、最弱だからよ」

「ぬかせ！」

　セルジオは突つっ掛かけた。

「一いち撃げきで、証明してみせらあ!!」

　スレイは半歩後こう退たいした。それで充分だった。

　セルジオは吐いたばかりの自分の言葉を、そのままスレイに証明して貰うという屈くつ辱じよくの結果になった。たったの一撃で勝負はついた。

「殺したのか？」

　と、ゴドー。

「まさか……」

　と足元に長々と伸びて動かなくなったセルジオを見下ろして、スレイ。その表情に、何とも言えぬ悲ひ哀あいが漂ただよう。

「今さらこいつを殺して、どうなる？　もうたくさんだ……」

「ふうん」

　倒たおれたセルジオに歩み寄る、ゴドー。

「そうかい」

「うう……ゴドー」

　セルジオが呻うめいて、頭を左右に振る。

「俺は──？」

「スレイの掌しよう底ていが、見えなかったようだな」

　ゴドーの表情には、これまた哀しみがある。

「掌底？　掌底だったのか……。ちっきしょう、小手先の小こ技わざを使いやがって……」

　と、セルジオは上半身を起こした。

「ゴドー、もう一回、やらせてくれ。今度こそ──」

「違うな」

　と、ゴドー。

「スレイはその気になれば、おまえを一撃で……こうできた」

　ゴドーの揃えた指先──空手で言うところの、『貰ぬき手て』──が、セルジオの喉のど笛ぶえを抉えぐった。















　表情を凍こおらせる、プラティープ、スリチャイ、ランスロット。

　ただ、見み詰つめる、スレイ──。

「な……なんで……？」

　首筋から夥おびただしい血を噴ふき出しながら、信じられないという目で兄を見るセルジオ。

「慈じ悲ひだ」

　と、哀しみの表情で、ゴドー。

「おまえ程度の能力と、そのお粗そ末まつな状況判断能力では、この先どう足あ搔がいてもカンパニーの中で生き残ることは出来ない……。だったらせめて、この俺の手で──」

「赦ゆるせん奴だ……」

　と、ランスロット。

「スレイ。そんな奴には負けるなよ」

「相変わらず……」

　と、スレイ。

「感情表現が極きよく端たんと言うか……匙さじ加か減げんのわからん奴だ」

「仕方あるまい……」

　セルジオの瞼まぶたを瞑とじてやりながら、ゴドー。

　泣いていた。

「俺には、その機会が、なかったんだから。幼い頃から兄弟同士で揉もまれた、おまえたちと違って──」

「もう泣いても笑っても、二人きりだぜ」

「おまえは、こいつらの代表だろう……」

　と、ゴドー。

「そのわだかまりを俺に全部、ぶつけて構わんぞ」

「いかにも似非えせカリキュラムを叩たたき込まれた、促そく成せい栽さい培ばいのヴァーチャルエリートが吐きそうな台詞せりふだな……。言っとくが自分の感情をコントロールするのと、状況に応じて適当にマニュアル対応するのとは、別物だぜ」

「貴様に俺の気持ちが、わかるか……。感情の表現方法を、マニュアル対応に頼たよらざるを得ない、善も悪も数値として相対的にしか感じられない、この俺の哀しみが……。俺は、俺は……隔離教育などされたくなかった！　自分の感情に何ひとつ確たる根こん拠きよの持てない俺だが、これだけは言える!!　スレイ、おまえが嫌きらいだ！」

「こいつの『嫌い』は、額がく面めん通どおりだぞ」

　とランスロット。

「結構複雑だが、こいつの育てられ方からして、絶対におまえとは相あい容いれない……。両者の激げき突とつは……悲劇しか生まない」

「わかってる」

　とスレイ。

「兄弟姉妹の全部を、その悲劇に巻き込んじまった……。こいつはどう考えても、俺が悪い。そいつを回かい避ひするとすれば、俺の側からしか……有り得なかった」

「不ふ可か抗こう力りよくだ」

　ランスロットは言った。

「気にするな……というのも酷こくな言い方だが、とにかくあんたは悪くない」

「なあ、スレイ……」

　対たい峙じしながら、ゴドーは言った。

「ひょっとして当て馬は、俺の方だったのかも知れんなあ……」

「悪いがおまえだけには、代わりに死んでやろうという気が起きねえ」

「当然だ……」

　とゴドー。

「俺がおまえの立場でも、そう思う」

「おまえにわかる、はずがない……。おまえの心には、空くう虚きよしかねえ。そいつを気の毒だと思ったこともあるが、今のセルジオへの仕し打うちを見て、やはり間ま違ちがいだとわかった……」

「その口ぶりなら、本気を出してくれそうだな……」

　むしろ嬉うれしそうに、ゴドー。

「敗者復活戦の勝者、ドン・レオ・スレイと、第一シードのアンリ・ゴドー・ナンジェッセー……。そろそろ決勝戦を始めようか」

「方法は？」

「任まかせる」

　悠ゆう然ぜんと、ゴドー。

「銃じゆうでも素手でも、俺は負けん」

「よし」

　と、スレイは頷いた。

「任せる、と言ったな」

「ああ、言った」

「本当に、任せるか？」

「二に言ごんは、ない……」

「誓ちかうか？」

「くどい！」

「よし、じゃあ」

　と、微笑ほほえんで、スレイは言った。

「ジャンケンに、しよう」




　長い沈ちん黙もくを破ったのは、ゴドーであった。

「正気か？」

「正気だとも」

　と、スレイ。

「一発勝負の、後出しなしだ。負けた方は素直に『負け』を認みとめる。条件はそれだけだ。これほど純じゆん粋すいに『運』に徹てつした、公平な方法はあるまい」

「わからん奴だなあ……」

「互たがいのためだ」

「負けたらどうする？」

「好きにしろ。この場で死ねと言うなら、死んでやる」

「……噓うそではなさそうだな」

　どうにも解げせないという表情で、ゴドー。

「誰にそんなやり方を、習った？」

「さあ、誰だろうな……」

　とスレイ。

「もしかしたら……」

　呟つぶやく。

「ベルファルド、かもな……」

「ベルファルドか……」

「知っているのか？」

「縁えんがあってなちょっとした、知り合いになった」

「面おも白しろい奴だろう？」

「面白い！」

　ゴドーは即そく答とうした。

「それだけは、意見が合いそうだな」

「あいつがこの先、どうなるかな……」

「わからん」

「おまえにも、わからんか……」

「ああ。不確定要素が、多すぎる。しかし、目を離はなせんことだけは確かだ」

「ふうん……。奴に欠けているのは、何だろうな、ゴドー？」

「悪だろう」

　とゴドー。

「奴には、悪事が出来んのだ。そいつを受け持つ奴が側そばにいれば、奴は天下を取れるだろうが……」

「また意見が合ったな。おまえは奴をアシストしてやらんのか、スレイ……」

「俺は、主役タイプだからな──。俺がよくても、こいつらが承知せんだろう」

　プラティープらを見る。

「それに、俺なんかが側にいても、ベルファルドは迷めい惑わくするだけだろう。見返りどころか、全力で何もかも捧ささげてくる奴だ。こっちが息苦しくなるほど……。奴と組むには、俺は汚よごれ過ぎている」

「あの裁さい判ばんは、俺も見た」

「見たのか……」

　と、縛しばられたままの、プラティープ。

「ああ、傍ぼう聴ちよう席せきにいた……。自分でもどうかしていると思ったが、あいつの青臭い戯たわ言ごとが、いちいち正論に思えた……」

「正論なんだ」

　と、プラティープ。

「その正論の世界に棲すめないのは、我々の方なんだ……」

「そうでもないさ」

　肩を竦すくめ、大きくため息をつきながら、ゴドー。

「今からでもひとつ、その正論とやらをやってみるか」

　スレイを見た。

「言っておくが、俺はジャンケンでも、負け知らずだぞ」




「ついに銀ぎん証しよう二部上じよう場じようしたか……」

　と、ネクタイを締しめながら、イツマは言った。

「はい。バックにあのナナビシ銀行が付いていることもあって、買いムードです。もうそろそろ、ストップ高でしょう」

　とアキヅキ。

「それはいいが、誰かに買い占しめられないように、しなきゃな……」

「何をおっしゃいます」

　アキヅキは苦笑した。

「買い占めておられるのは、御自身でしょうに……」

「買い占めじゃない。ベルファルドの代わりに、買い支えているのさ」

　ジャケットを羽は織おる。

「まとまったところで、こっそりと彼に渡すさ」

「こちらで保管しておく方が、安全では？　あの人は、そういったことにまるで頓とん着ちやくのない方ですから──。社員のためなら、喜んで配くばってしまいますよ」

「彼が散らせば、またこちらで買い戻す。まとめたところで、また彼に渡す」

「効率の悪いやり方ですな」

「彼の生き方ほどじゃない」

　イツマは微笑んだ。

「しかし、結局最後に勝つのは、そのやり方かも知れない。僕には、到とう底てい……」

「どうですかね……。それより、聞きましたか？」

「何を？」

「『レディビートル』に続く、新製品ですよ」

「知らない。またスクーターか？」

「電動車くるま椅い子すですよ」

「ほう……。それはまた平和的な」

　いかにものパーツ再利用に、微笑むイツマ。

「ひとつ、僕も買って、大お祖父じいさまにプレゼントするかな……」

「あの『レディビートル』を造った会社の製品だということで、今から注文殺さつ到とうだそうですよ」

「当然だろう」

「それがまた、良心的な価格設定で……」

「ベルファルドのいいところだが、弱点でもあるな。あの商売っ気のなさは──」

「ダンピングだと、騒さわいでいる一部業者もいますが……」

「そんな理り不ふ尽じんな輩やからは、叩たたき潰つぶせ！」

　企業代表の表情に戻もどって、イツマ。

「ベルファルドの進もうという道には、塵ちりひとつ落とさせないぞ。さあ、行こうか」

「思いの外、早かったですな」

「予定通りさ」

　とイツマ。

「考えておいた例の改かい革かくプランは、役員挨あい拶さつが終わった明日からでも始めるぞ！」

「毎度ながら用意周しゆう到とうですなあ……あなたは。休職中にも、少しも休まれない」

「足踏みなどしていられるか」

　とイツマ。

「こんなところでぐずぐずしていたら、ベルファルドやスレイが本気で頭とう角かくを現してきたとき、迎むかえ撃うてない！」




「信じられない……」

　と、プラティープが呟つぶやいた。

「連続して七百六十三回、あいこだなんて……」

「それほどまでに両者の『運』は、拮きつ抗こうしているということなのか──」

　ランスロットが唸うなる。

「お、おまえ……」

　と、さすがに肩で息をしながら、ゴドーを睨にらむスレイ。

「わざと……やってんじゃ……ねえだろうな？」

「貴様……こそ……」

　と、息の上がってきたゴドー。

「それに……さっきから気になってたんだが……後出し気味だぞ」

「ぬかせ！」

　と、気力を振ふり絞しぼりながら、スレイ。

「そのつもりなら、とっくに勝ってるぜ……。次こそ負けねえ」

「俺もだ……」

　とゴドー。

「負けないぞ」

「勝ちもしないがな……」

　と、欠伸あくびするスリチャイ。

「スレイ、次こそ決着を付けてくれよ。もういい加減、どうでもよくなってきやがった……」

「よし！」

「せ～の」

　気合を入れる両りよう雄ゆう。

「最初はグー!!」

「ジャンケン、ポン！」

　が──、

「あいこ……か」

「またしても……」

「これで、七百六十四回、連続……」

　と、退たい屈くつ凌しのぎに統とう計けいを取っていたランスロットが言った。

「内訳は、グーのあいこ、二百七十二回。チョキのあいこ、二百十五回。同じくパー、二百七十七……」

「チョキが、やや少ないな……」

　とスレイ。

「理由はある」

　ランスロットは分ぶん析せきした。

「両者の疲ひ労ろうだ」

「なんで？」

　とスリチャイ。

「グーやパーに較くらべて、チョキはその形態を維い持じするのに、やや手首の力を要する。故に疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしてくると、無意識のうちにチョキを出す頻ひん度どが減げん少しようしてくる……というのが俺の分析だ」

「なるほど……」

　感心するゴドー。

「なかなかいいブレーンを拾ったな、スレイ……」

「そうか？」

「だが、それだけにチョキには、『決め手の一発』という自覚が無意識のうちに形成される結果にもなる……」

「なあるほど……」

　頷うなずくゴドー。

「ということは、グーを出せば勝利する確かく率りつが高い訳だ……」

「心理戦に出たな、ゴドー」

　と、嗤うスレイ。

「だがその手には乗らねえぜ。次に俺は、パーを出すからよ」

「心理戦を仕掛けているのは、どっちだ……」

「確率的には、何も考えずに出しても、結果は似たりよったりだがね……」

「次こそ決めてやる！」

「俺こそ!!」

　もはや意地になって、振ふりかぶる。

「最初はグー……」

「ジャンケン……」

　不意に強きよう烈れつなサーチライトが、投げかけられ、その場にいた全員を幻げん惑わくした。

「ドン・レオ・スレイ!!」

　と、拡かく声せい器きから聞き覚えのある声が言った。

「もう逃にげられんぞ！　神しん妙みように御お縄なわを頂ちよう戴だいしろ!!」

「その声は……」

　と、サーチライトに向かって叫ぶ。

「ゴメスの旦だん那なか……」

「おうよ！」

　リカルド・ゴメスは放ほう水すい砲ほう塔とう付きの装そう甲こう警察エアカーの上に仁に王おう立だちになり、メガホンで叫ぶ。

「もう何処どこへも逃げられんぞ!!　完全に包囲したからな」

「絶対にそうは思わんが……」

　その瞬しゆん間かんに、スレイは一切の抵てい抗こうを放ほう棄きした。

「もういい。あんたに星を、稼かせがせてやるぜ」

「いい心掛けだ……」

　ニンマリ笑う、ゴメス。

「これで警部に、返り咲ざき確定だな」

「また降こう格かくされたのかよ……」

　呆あきれるスレイ。合う度に、彼の階級は一定しない。

「ま、あんたには警部って階級が、いちばん似に合あっているかもな……」

「スレイ！」

　その瞬間に、ゴドーは身を翻ひるがえした。

「勝負はお預あずけだ。また逢あおう！」

「逢いたくもねえぜ!!」

　吐はき棄すてるスレイ。

「ま、せいぜい野の垂たれ死じにだけはすんなよ。他の連中の死が、無む駄だになるからよ」

「おまえもな……」

　ゴドーは闇やみに消えた。

「逃げないんですか？」

　動けない三人を代表して、プラティープが尋たずねた。

「さすがの私も、今度ばかりはあなたの弁護に回れそうにもありませんよ……」

「馬鹿野郎！　おめえらを見捨てて逃げろってえのか!?」

　スレイの一いつ喝かつ。

「もういい。ここらでいっぺん精算する！　プラティープ、おまえはただ……」

　ランスロットを見た。

「ランスが死刑にされないようにだけ、腐ふ心しんしてろ」

「……はい」

「何突っ張ってやがる」

　スレイの手に手て錠じようを掛かけながら、ゴメス。

「脱だつ走そう、さらなる殺人、死体遺い棄き、器き物ぶつ損そん壊かい、ついでに自然破壊……。おまえ、当分出て来られねえぜ」

「いいんだ」

　微笑むスレイ。

「あんたに手錠ワツパを掛けられると、なんだかホッとするぜ……」

「気取るなよ。乗れ！　道すがら、たっぷり説教してやるからな」

「ああ、そいつも楽しいぜ」

　ふと、その場にあるセルジオの死体に目をやる。

「おまえがやったのか、スレイ？」

「スレイじゃない!!」

　と、やはり引っ立てられながら、ランスロット。

「そいつを殺やったのは、ゴドーだ！」

「ああ、ここにいる三人が、証人だ」

　と、担たん架かで運ばれながら、スリチャイ。

「他のも全部、正せい当とう防ぼう衛えいみたいなもんだ……」

「ふうん……」

　と半ば呆れ、半ば感心するゴメス警部補（現在）。

「おまえまた、一家を成なしつつあるなあ……。こりゃ、刑けい務む所しよもずっと独どく房ぼうにせんと、処しよ置ちなしだなあ……」

「人の心配より、てめえの年金の心配してろ」

　とスレイ。

「それより、リトラはどうしてる？」

「彼女はもうちょっとで、俺と連れん座ざして降格されるところだったぜ。ま、イサーンでの悪事は俺が全部引っ被かぶったお陰かげで、ポスト的な左さ遷せんだけで済んだがね」

「そうか……」

「今頃はネオドーセットシャーの地方署で、未み決けつ済さいの書類に判はんを捺おしてるよ。初めてあの女に、貸しを作れたぜ」

「やれやれ……」

　プラティープが肩を竦すくめた。

「彼女の罪つみまで自分が被るとは……。あんたにも『スレイ病』が伝でん染せんしたようだな」

「そういうことよ。さ、歩け」

　スレイの肩に、自分のコートを掛けてやりながら、ゴメス。

「イツマ・ウエキ・タイラーから、あんたへの伝言ことづてだ」

　彼にだけ聞こえるように、小声で囁ささやく。プラティープの弁べん護ご士しとしてのプライドを、気き遣づかってのことだった。

「おまえの弁護にはアキヅキを回してやるとさ……」

「大きなお世話だぜ」

「よっぽどおまえに、早く出て来てもらいたいみてえだな。大だい財ざい閥ばつの次期当主ともあろう者が、何考えてるんだか……。ま、俺の利り害がいとも一いつ致ちするから、よしとするか」

「そうかい……」

「イツマは会長職に、復帰したぜ」

「ほ、そいつはよかった……。気になってたんだ」

「これでおまえ、また一歩差を付けられたな。もともと較くらべるのもおかしい話だが──」

「まったくだ」

　頷くスレイ。

「今のところ俺が、三人に中ではいちばん出で遅おくれてる……」

「三人？」

　訝いぶかるゴメス。

「もう一人は、誰だ？」

「誰でもいい」

　とスレイ。

「ところで旦だん那な。臨りん時じ手て当あても保証されたところで、この俺にカツ丼どん、おごっちゃくれねえか？」

「この近くに、出前の取れるところがあればな……」

　苦笑いの、ゴメス。

「でもまあ、コーヒーくらいは約束するとしよう。とにかく無事でよかったな、スレイ」














第三十一章　スレイの敵はスレイ









　ドン・レオ・スレイは、獄ごく中ちゆうで二十二歳の誕たん生じよう日びを迎むかえた。判決では懲ちよう役えき二十二年という刑が確定しており、つまり、今までの全ぜん生しよう涯がいとほぼ同じ月日を、このペンダ・ポー特等刑務所で過ごさねばならない。

　刑務所内では、比ひ較かく的てき自由だった。読書も、敷しき地ち内の散歩も、ジムでの運動も赦ゆるされており、施し設せつにいたころと較くらべれば遥はるかに快かい適てきである。娑しや婆ばと比較してもそう遜そん色しよくはない。少なくとも、金を工面する心配からは当面解放されている。

「気長に待つさ……」

　と、肚はらを括くくってしまえば、あとはどうやって退たい屈くつと闘たたかうかにテーマは絞しぼられてくる。

　そんなある日、看かん守しゆに呼ばれた。

「スレイ、御ご面めん会かいだ……」

「『御面会』？」

　さすがに首を傾かしげた。

「『面会』の間ま違ちがいだろ。銀河標準語は正しく使わなきゃな」

「貴様に言われるまでもない……」

　と、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情かおで、看守。彼の不ふ機き嫌げんの原因は、言葉の乱れだけではなかった。

「この場合は、『御面会』が正しいのだ……。前ぜん代だい未み聞もんのことだが……とにかく、逢あえばわかる」

「ふ～ん」

　頷うなずいたはものの、腑ふに落ちないままで、面会室のドアを潜くぐる。

「やっほ～！　スレイ、元気だった!!」

「バグジー!!」

　なるほど、これは『御面会』が正しい。主語はあくまで、バグジーだが……。

「殿でん下かがこのような場所へ……前代未聞だ」

　と、しきりに首を傾げる看守。所長以下、看守総出での出で迎むかえ態たい勢せいである。全員が正せい装そうし、狭せまい面会室の壁かべにズラリと並ならぶ。

　独ひとり、スレイだけが囚しゆう人じん服ふくで、ぞんざいだった。

「元気そうじゃねえか、バグジー」

「スレイこそ……」

　皇こう族ぞくとタメの口をきけるスレイが偉えらいのか、はたまたスレイと臆おくさずに対等の付き合いのできるバグジーが偉いのか……。

「いいのか、ラアルゴン皇こう太たい孫そん殿下が、こんな処ところへ来て？」

「違うよ」

　と、首を振るバグジー。

「もう皇太孫じゃないよ」

「やっぱり……」

　と、スレイは同情した。

「素そ行こうが悪くて、候こう補ほから外されたんだな……。そうなるんじゃないかと、密ひそかに心配していたんだ。俺が言うのもなんだが、やっぱり付き合う相手は選ばなきゃな」

「不ふ敬けい罪ざいだぞ、スレイ！」

　所長が叱しつ咤たした。

「刑期を加算されたいか!?」

「違うのかい？」

「畏おそれ多おおくもバグジー殿下は、皇太子になられたのだ……」

　咳せき払ばらいして、言う。

「貴様は次の皇こう帝てい陛へい下かと、口をきいておるのだ」

「皇太子！　プリンス!?」

「ちっちっち……」

　バグジーは訂てい正せいした。

「プリンス・オブ・ギャラクシー」

「大したもんだ……。とうとうタイラー家の直系から、プリンスが出やがった……」

「おばあちゃんがパパに皇位を譲ゆずったんだ。それで──」

　と、六歳の皇太子は言った。

「特別おんしゃが出るんだ」

「おんしゃ……恩赦か！」

「誠まことに不本意ながら──」

　と、所長。

「ドン・レオ・スレイ……殿下たっての御ご希き望ぼうにより、二十年の減げん刑けいだ……」

「本当に不本意そうに言いやがるなあ……」

「あれだけ殺して死刑にならなかっただけでも、レコードなのに……」

　と、身み悶もだえする所長。

「法治国家の、基き盤ばんが──」

「ありがとうよ、バグジー……殿下」

　所長は無視して微笑ほほえむスレイ。

「おまえは絶対、いい皇帝になるぜ」

「スレイとの約束、果はたせそうだね」

　とバグジー。

「一いつ緒しよに『銀ぎん河が爆ばく風ふうメガバスター』のハイパーＬＤボックスを、全話通して見るんだい」

「そうだった……」

　思い出すスレイ。

「律りち義ぎな奴やつよ」

「スレイ！　貴様仮かりにも皇太子殿下を『奴』呼ばわりするかッ!!」

　血けつ相そうを変えた所長に、

「無ぶ礼れい者ものッ！」

　と、バグジーが一いつ喝かつを浴びせた。

「スレイは余よが、親友なるぞ!!」

「はっ……」

　凍こおり付く所長以下全職員。

「ははっ……御ぎよ意いのままに──」

「よい」

　一いつ瞬しゆんの威い厳げんは、スレイすら感じ入らせた。

「バグジー……いや、殿下……。暫しばらく見ないうちに──」

「始めたんだよ」

　と、バグジーはにこやかに微笑む。

「帝王教育ってやつをね」




「ゴドー」

　金きん髪ぱつのミヒャエルと漆しつ黒こくの髪のガブリエル、二人の腹ふく心しんを左右に従えたフロイ・ジュダ・ウエキ・タイラーは冷ややかに言う。

「おまえには、失しつ望ぼうさせられた」

「返す言葉も、ございません……」

　と、畏かしこまるゴドー。

「スレイを殪たおせなかったばかりではなく、兄弟姉妹の全員を喪うしないました……。ですが、今一ひと度たびのチャンスを……お慈じ悲ひを──」

「一度負けた鶏にわとりは、使わない主義なんだ」

　と、フロイはゴドーの方も見もせずに、冷ややかに言った。

「鶏冠とさかがいかに立派でも、毛を逆立てるばかりで摑つかみかかろうとはしない、悪い癖くせがつくからね……」

「お慈じ悲ひを──」

「くどい！」

　と、ガブリエルが叱しつ咤たした。

「見苦しいよ、ゴドー。フロイ様のお怒りが、どれほどのものか──」

「いいんだ、ガブリエル」

　と、微笑むフロイ。ぞっとするほど美しいその横顔に、ゴドーは一瞬打たれた。

「はっ……」

　畏まる、ガブリエル。

「思えば気の毒な奴だ……。なまじな能力があるばかりに、道を誤あやまったか」

「私は、フロイ様のお赦ゆるしがなくとも、自力でも、スレイを討うちます」

　ゴドーは覚かく悟ごの程ほどを述べた。

「好きにおし」

　と、フロイ。もはやゴドーには一いち瞥べつもくれなかった。

　純じゆん粋すいに、興きよう味みが失うせたらしい。

「出来るものならねえ……。用済みだ、何処どこへなりと行くがいい」

「くっ……」

　屈くつ辱じよくの表情で、ゴドー。

「ゴドー……」

　追い討ちをかけるように、ミヒャエルがその背中に向けて言った。

「制せい裁さいは、後ほど嫌いやでも、思い知ることになろう……」

「それでも言います！」

　と、届とどかないのを承しよう知ちで、ゴドー。

「私は必ず、スレイを殪します！」

「言いますなあ……」

　ガブリエルが微笑んだ。

「その覚悟、最初から示せばよいものを──」

「もう奴のことはよい」

　フロイの関心は、別のことに移っていた。

「これではっきりしたな。兄弟でも奴には勝てない。スレイを殪せるのは、やはりスレイだけだ」

「御ぎよ意い」

　頷うなずくガブリエル。

「今こそ封ふう印いんを解ときますか、量産型スレイの……」

「ああ……」

　頷くフロイ。

「そのときが、来たようだねえ」

「既すでに──」

　と、ミヒャエルが言った。

「スタンバイはしております、スレイ・ツヴァイから、スレイ・トレーズまでの、十二人のクローンが──」

「オリジナルと併あわせて、十三人のスレイか。誰が生き残るか、これは面おも白しろい」

　氷の微び笑しようを浮うかべる、フロイ。

「全員、同じ顔で同じ能力を持ち、同じ訓練を施ほどこされている……。誰が勝っても、おかしくない」

「それにしてもゴドーの奴……」

　と、ガブリエルが些いささか同情するような面おも持もちで呟つぶやいた。

「本命は最初からスレイで、自分は当て馬だと知ったら、どう思うでしょうか……」

「そこまで斟しん酌しやくすることはないよ」

　とフロイ。

「私も含ふくめて、総すべてのコマは、遣つかい棄すて──」

「フロイ様も、御お人ひとが悪い……」

　とミヒャエル。

「なんの──」

　と、フロイは言った。

「私がいくら悪あく魔までも、人の悪さでは、あの老人に到とう底てい及およばぬよ」

「まずは……」

　と、ガブリエルは言った。

「オリジナルのスレイの出所を待ち、クローンどもに悪あく逆ぎやく非ひ道どうの限かぎりを尽つくさせるという、当初の作戦で──」

「いいねえ……」

　フロイは微笑む。

「幼よう稚ちだが、実に効果的な作戦だ。スレイの貯ちよ金きんは、三日でなくなる……。人脈という名の、貯金がね」




「では──」

　アキヅキが厳おごそかに言った。

「前会長は新会長に、印いん璽じの引渡しを……」

「これで勝ったと思うなよ」

　憎にく々にくしげにイツマを睨にらみながら、それでも会長の椅い子すに未み練れんを残しつつ、印璽を手渡すブリンゴ。

「いつか必ず、今度は実力で、貴様を追いやってやるからな」

「見苦しいよ、ブリンゴ」

　イツマは真ま顔がおである。

「実力が伴ともなっていないことを自分でも承知で、そんな台詞せりふを吐はくのはね。半年もあれば、君にもわかったはずだ……。違うとは言わせないよ」

「くっ……」

　ブリンゴは唇くちびるを嚙かんだ。

「覚えてろ！」

「そう。それが正しい」

　もはや歯に衣きぬ着きせず、イツマ。

「今の君には、実力相応の台詞だ」

　去り行くブリンゴを見送る。

「せめてもう少しはと、期待していたのにな……」

「初期教育段階での不ふ備びは、如何いかんともし難いものです。ブリンゴさんは、自分の指向すべき道を誤あやまりました」

　と、冷れい徹てつにアキヅキ。

「そうでしょう？」

「例外もいるさ」

　とイツマ。

「ベルファルドを見ろ」

「それはまた、別の適てき性せいです」

　アキヅキは言った。

「人を感じ入らせることもまた、トップとしての資質のひとつだと言うのであれば、その能力に於おいてこそ、ブリンゴさんは決定的に欠けていると言わざるを得ません」

「言うなあ……」

「あなたが思っていても言えないことを、代だい弁べんしただけですよ」

　微笑む。

「前から一度……言ってみたかった」

「会長、おかえりなさいませ」

　役員一同が、頭を下げた。

「おかえりなさいませ!!」

「ただいま……」

　微笑むイツマ。

「いない間、苦労をかけたね」

「なんの。我々は常に、会長ならきっとこう御ご決けつ断だんなされるだろうとの想そう定ていのもとに、励はげんでいただけですから……」

　専務が社員一同の気持ちを、端たん的てきに代弁した。

「みんな、心の中にあなたがいるんですよ」

　とアキヅキ。

「ブリンゴがどう足あ搔がこうとも、どうなるものでもありません。まあ、お陰かげで、彼はゴルフとパーティジョークが、大たい層そう上じよう達たつしましたがね……」

「会長、復帰第一声の、御命令を──」

　専務が促うながすと、

「そうだな……」

　と、イツマは会長室の壁かべにブリンゴが掛かけた、裸ら婦ふの絵を見ながら言った。

「まず、この絵を燃やせ」




「くそっ、くそっ!!　イツマの野郎……。いつまでも有う頂ちよう天てんでいられると思うなよ。必ずその足元を、掬すくってやるからな……」

　場ば違ちがいな──彼にとっては充じゆう分ぶん根こん拠きよのある──怒りをぶちまけながら、駐車場に停とめてあった自分のエアカーに乗り込もうとするブリンゴ。悪あく趣しゆ味みな真っ赤なクーペのドアに手を掛けて、その塗と装そうが見るも無む残ざんに傷付けられていることに気付き、愕がく然ぜんとなる。

「うっ……」

　怒りが、弥いや増ました。

「誰が──!?」

　彼は駐車場を見回す。

「出て来い!!　ぶっ殺してやる！」

「へええ……」

　一ギガタイラス硬こう貨か──表に若かりし頃ころのジャスティ・ウエキ・タイラーの横顔が刻こく印いんしてある──を指先で弾はじきながら、その巨きよ漢かんが現れた。

「やってもらおうじゃあねえか……」

「うっ──!?」

　ブリンゴが、凍こおり付く。

「スレイ……貴様、刑けい務む所しよじゃ」

「脱だつ獄ごくって、知ってるかい？」

　と、スレイはソフト帽ぼうを指先で斜ななめに動かしながら言った。紛まぎれもない、ドン・レオ・スレイだ。

「最近、流行はやりらしいぜ。流行らせたのは、俺だがよ」

「う……」

　脱だつ兎との如ごとく、逃にげ出すブリンゴ。

「スレイだ！　スレイだぞ!!」

　距きよ離りにしてたっぷり三ブロックを、駆かけに駆けた。こんなに真剣に駆けたことは、彼の生しよう涯がいにおいて、かつてない。

「スレイが脱獄した!!」

　そのまま目に付いた交番に、駆け込む。

「ドン・レオ・スレイだ。俺を殴なぐったスレイの奴が、脱獄しやがった……!!」

　息を切らせて、叫ぶ。

「まさか……」

　と、帳ちよう簿ぼを付けていた警官。

「そんな。奴は今頃、刑務所の中だよ」

「だから、脱獄しやがったと──」

「へえ……」

　顔を上げる警官。

「こんな風に？」

　警官の顔が、スレイだった。

「うっ！」

　たじろぐブリンゴ。

「わああ!!」

　交番を飛び出そうとして、二人の男に左右から両腕を摑つかまれた。

「何処へ逃げる気だ？」

「え、ブリンゴ？」

　その男たちの二人ともが、スレイであった。

「あひい……」

　ブリンゴは小便を漏もらした。

　その日以来、彼の姿を見た者は、いない……。




「こいつもだ……」

　と、最後の頼たのみのキャッシュカードが、空むなしくディスペンサーのスロットから弾はじき出されるのを見て、ゴドーは茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

『まことに恐おそれ入りますが、このカードは使えません』

　という表示とともに、アニメーションの女子行員が頭を下げるディスプレイのみが、空しく彼のサングラスに反射した。

「俺の口こう座ざが……全部消されてる……」

　そう呟いたことで事実と認めざるを得ず、愕がく然ぜんとなるゴドー。

「この世から、アンリ・ゴドー・ナンジェッセーという男が消去される……。これが制せい裁さいか……」

　なけなしの小こ銭ぜにで新聞社に電話してみると、『東和新報』の嘱しよく託たく記者リストに、既すでに彼の名はなかった。

　アパートは、郵便箱の名前が変わっていた。もちろんカードキーは、使えなくなっていた。

　せめてもの慰なぐさめば、六回分残っていたパソコンのローンがチャラになったことぐらいだろうか。

　おそらく、戸こ籍せきも消去されたであろう。フロイはそれくらいのことは、平然とやってのける漢おとこだ。そうすることに何の感傷も、躊躇ためらいも、痛つう痒ようすら感じない。

「用済みか……」

　残金を確認する。

　七ギガタイラスと、三十五ジャスティス……（一〇〇ジャスティス＝一ギガタイラス）。

「やはりここは……」

　けっこう重要な、選せん択たく肢しを強しいられる。

「揚あげパンと、コーヒー牛乳が基本か……」

　さほど毎日の食事というものに頓とん着ちやくしない彼が、これほど真剣にメニューを選んだことは、かつてない。

　駅のスタンドで買った最後の晩ばん餐さんを、公園のベンチで食する。

「畜生！　ちっくしょう!!」

　無ぶ精しよう髭ひげの目立つ頰ほおで揚げパンを齧かじるゴドーの頰に、いつの間にか涙が流れた。

「済すまねえなあ、セルジオ、済まねえ、ヨナタン、済まん！　チヒロにレダ……」

　トラッシュボックスから読み棄すてられた立体新聞を探し、求きゆう人じん欄らんに目を通す。

「３Ｄパチンコ店店員……住込み。日給五千クレジット以上……駄だ目めだ。身分証明書持参となってる。修理工……駄目だ。ビル清せい掃そう……これもか!!」

　知らぬ間に進んでいた番号制管理社会の徹てつ底ていに、愕がく然ぜんとする。

「まあいいさ……」

　と、ゴドーは自じ暴ぼう自じ棄きになって嗤わらうのだった。

「最悪でも、毛布の代わりにはなるってもんよ」

　新聞紙にくるまり、ごろんとベンチに横になる。

「明日には、残ざん飯ぱん漁あさりか……」

　ふと、小さな囲み記事に目がいく。

『工場拡張につき正社員募集。条件・経けい歴れき問わず』

「え……？」

　思わず見入る。

「今時こんな、おめでたい企き業ぎようが……」

　目に飛び込んで来たのは、テントウムシを象かたどった登とう録ろく商しよう標ひようである。

「（株）ベルファルド・コーポレーション……」

　愕然となる。

「障害者と手を取り、明日を目指す、優良企業……」

　思わず身を起こした。

「う……うう……」

　新聞を抱だき締しめ、ゴドーは泣いた。ひたすら泣いた。




「よく来てくれたね、アンリ！」

　と、ちょっぴり貫かん禄ろくのついたベルファルドは、笑顔でゴドーを迎むかえた。

「連れん絡らくがつかないんで、心配してたんだ」

「俺を……俺を人間として遇ぐうしてくれるのか？」

　ゴドーはベルファルドを見た。

「何もかもが、登録登録のこの世の中で、おまえだけは俺を、生身のアンリ・ゴドー・ナンジェッセーとして、ありのままの俺を──」

「何言ってんの」

　ベルファルドは、さも意外そうに、

「アンリはアンリじゃないか……」

　と、照れたように言った。

「それより、僕のことを覚えていてくれたことの方が、嬉うれしいよ」

「ベルファルド……」

「どうぞ……」

　すっかり町工場の経理が板に付いたチッコリーナが、腕カバーをしたまま、番ばん茶ちやと茶ちや菓が子しを置いた。

「粗そ茶ちやですが──」

　その番茶を、ゴドーは音を立てて啜すすり、茶菓子を貪むさぼり食くった。

「何があったの？」

　と、ベルファルドを見る、チッコリーナ。

「失しつ業ぎようしたらしい」

　とベルファルド。

「見ればわかるけど……」

「ありがとう……」

　と、鬼き気き迫せまる表情かおでゴドー。

「こんな美味うめえ茶は、初めて飲んだ……」

「それは……どうも……」

　一歩引く、チッコリーナ。

「ねえ、アンリ」

　と、ベルファルドは言った。

「君さえよかったら──」

「ちょっと……」















　チッコリーナが、ベルファルドを小こ突づいた。

「『ここで働け』なんて、言うんじゃないでしょうね……」

「そのつもりだけど……」

「私は、反対です」

　耳打ちする。

「前ほど嫌きらいじゃないけど、この人は──」

　別人のようなゴドーを見る。

「なんだかあなたを変えてしまいそうで、怖こわいのよ……」

「彼次第さ」

　とベルファルド。

「彼がここで働きたいというのなら、断る理由はない……」

「そうだけど……」

「ベルファルド……。俺の肚はらは決まったぜ」

「そうかい！」

　微笑むベルファルド。

「ああ、おまえの下で、働かせてくれ!!」

「いいとも！」

　快かい諾だくした。

「給料は、充分とは言い難がたいけど、住込みで、すぐにもしかるべきポストを用意させてもらうよ。なにしろ、本当に人手が──」

「そうじゃない」

　首を振る、ゴドー。

「俺のポストは、自分で決める」

　ベルファルドの手を取った。

「ベルファルド……」

「え──!?」

「俺に、おまえの暗黒面を任せてくれ。スレイにも、イツマにも負けない帝国を、おまえのために築きずき上げてみせる！」





つづく
















[image: 〓][image: 〓][image: 〓][image: 〓]









　やっと──、

　ロケットで言えば第一段を切り離して大たい気き圏けん離り脱だつ、ドライブなら渋じゆう滞たいからジャンクションを抜けて高速に乗った……というところでしょうか。

　お膳ぜん立だては、どうにか整ととのいました。

　整ったところで、次巻の冒ぼう頭とうでは、いきなり二年の歳月が流れている……というところから始まるんですよね。

　つまり、スレイ、イツマ、ベルファルドの三人が、二十四歳から始まるということです。それでも、三十七歳の作者から見れば、まだまだ若い……ということになるのですが。




　今回、はっきりしました。

　やっぱり私、悪人描けません（笑）。なんとなく、予感はしていたものの、スレイの兄弟姉妹のうち、一人くらいは根っからの悪人というのが存在するはずだったんですが、いざ蓋ふたを開けてみたら、一人残らずみごとに善人。しかも、みんな死ぬ寸前に改かい心しんしてしまうし……。

　やっぱ、悪人を描けない作者に超ヒット作は無理なのか？

　でも、『悪人』は描けなくとも、『悪あく党とう』を描くことには、ちょっぴり自信があるんですよね。『大悪党』スレイから『小悪党』ブリンゴくらいまでは、リアルに描けるんです。それだけは、自信ある。あるいは屈くつ折せつした悪党、ゴドーとか……。それらの悪党連中を、究極の善人であるベルファルドと対比させることは、出来る。だけど、本物の悪人がいない……。

　これってやっぱり、作家としての致ち命めい的てき欠けつ陥かんかなあ……。

　でも、悪党と言うなら、この物語で最大の悪党は、やはりタイラー御大ですよね。

　まあ、悪党の幅はばを拡ひろげることで、可能な限りこの壮そう大だいな物語に果か敢かんにも挑いどんでみますか。挑み甲が斐いのある、物語だし……。




　どうにか『ハルミさんショック』から立ち直ったベルファルドと、ますます一家を成しつつあるスレイ。これに、自らの牙が城じようをさらに強きよう固こなものにしていくイツマが絡からんで、物語は本格化します、悪人抜きだけど……。

　さらに、量産型スレイ（おい!?）が絡んで、策さく謀ぼうの行ゆく方えはいかに──。

　ところで、自じ画が自じ賛さんするようですが、今回の最大の収しゆう穫かくは、ベルファルドのブレーンに、ゴドーが付くという一大転機です。実際、登場した時はこんな重要なキャラクターになる予定はなかったんですけどね。二人とも、互たがいに自分にない要よう素そを認め合っているようなので、組み合わせてみたらミスマッチかと思いきや、これが殊ことの外ほか……。案あん外がい、絶ぜつ妙みようのカップリングってこういうところから生まれるのかも……。

　ゴドーがベルファルドにとって孔こう明めいになるのか張ちよう良りようになるのか、はたまた呉ご用ようで終わるのか（笑）。

　スレイとプラティープ、イツマとアキヅキのように、息もピッタリとはお世せ辞じにも言えないリーダー（本人にその自覚なし）と参さん謀ぼうコンビですが、二人のチグハグなコンビネーションを、どうか長い目で見守っていただきたいと思います。

　なんとか、この続きを皆様へのクリスマスプレゼントにできればいいんですが……。

　では、第⑤巻『三匹快進撃』でお会いしましょう。





一九九七年　八月　早くも初秋のロンドンより




マークス＆スペンサーがないと生きていけない




吉　岡　平　　












無む責せき任にん三さん国ごく志し④




奇き跡せきのトリニティー








吉よし岡おか　平ひとし
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